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文化財は、 ぞ訊固有の価恒 し、個性豊かな地城の歴

史的な環境づくりに貢献しています。

それだけに、わたしたちは、地域の文化財に学び豊かなふるさ

との創造に努めなければならないと思います。

このたび、石清尾山古墳群の一支群といえる南山浦古墳群が所

在する地域で、一土地所有者が果樹栽培を中心とする専業農家に

転向するため、土壌の若返りをはかろうという計画が持ち上がり

ました。

しかし、当該地は周知の埋蔵文化財包蔵地でありますので、香

川県教育委員会と協議を行い、残念ではありますが調査記録保存

を目的とした発掘調査を実施することにいたしました。

調査は、国庫補助事業として昭和59年 7月から実施し、調査結

果を本報告書にまとめました。

調査にあたっては、香川県教育委員会・香川大学ならびに土地

所有者、多数の関係者のご指導ご協力をいただきましたことに対

し、厚くお礼を申し上げます。

最後に、この調査報告書についてのご意見ご批判を賜れば幸甚

です。

昭和 60年 3 月

高松市教育委員会

教育長三木義夫



三

』 口犀補助事業こ[.,.て実施し る。

2 「雨山浦古墳奇」は、高松市西春日町南山浦に所在する。

3 今回調査対象となったのは、南山浦9号墳から13号墳までの五基である。

4 上記古墳の所在地は、高松市西春日町1385番地l.1627番地277である。

5 調査にあたっては、土地所有者 高木コユキ、哲、鋲ー、寛氏のご理解とご協力を得た。

6 調査関係者は下記のとおりである。

教育長 三木義夫

教育部長 山下泰弘

教育部次長 藤村輝雄

文化振興課長三島勝幸

文化振興課長補佐入江武夫

文化振興係長角谷 昇

II 主事立岩伊佐子

” 主事
藤井雄三

” 主事谷本禎
泰

” 主事
合田 勇一

” 主事
山田 正雄

” 嘱託田村
雅彦

7 調査全期間において、市内在住の末光甲正氏の参加を得た。

8 調査事業の実施にあたって、香川県教育委員会、文化行政課の援助を賜わった。特に、同課主

幹松本豊胤氏の適切な指導をいただいた。

9 香川大学助教授 丹羽佑ー氏、瀬戸内海歴史民俗資料館専門職員 松本敏三氏、香川県教育委

員会文化財専門員 渡部明夫氏をはじめ、文化財担当諸氏の、助言• 協力を得た。

10 現地調査は、入江総括のもと、藤井、田村、末光があたり、山田が補助をした。

11 地形測量は、四国調査設計（株）に業務委託し、実施した。

12 整理作業は、入江総括のもと、藤井、田村、末光があたり、市内在住の浜田重人、山本英之両

氏の協力を得た。

13 本報告書の執筆は、第一章を入江が行った他は、藤井が担当した。ただし、遣物観察表は、田

村、浜田、山本による。

14 本報告書の編集は、藤井が、末光、浜田、山本の協力を得て、行った。

15 写真は、一部、藤井、田村による他は、末光による。

16 本文中、南山浦古墳群の各古墳を述べるとき、南山浦を省略した。〇号墳との記載は特別な場

合を除き、南山浦古墳群をさす。

17 出土遺物については、 101~146 を 9 号墳、 201~221 を 10号墳、 301~430 を 11号墳、 501~503 を 12

号墳、 601~619 を 13号墳の通し番号を付与し、使用した。

18 遺物観察表については、土器、鉄器、環類、ガラス玉の順に記載し、土器は、古墳時代、弥生

時代、古墳時代以降の三分割を採用した。各々の分類においては、番号の若い順に並べている。
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第［章調査の経過

声 さこ九までの では'6 さ乳ていた。そのもi

ついては県営西春日団地建設に際して、香川県教育委員会が昭和47年に、 3、6号墳を除く 4

基について発掘調査を実施している。

今回の調査事業に先立って実施した分布調査では、古墳の可能性があると推定される地点11

か所を選定したが、調査によって 5基が確認された。なお、昭和47年度、 59年度調査地域以外

では、 7号墳は大半が破壊されながらも残存し、 8号墳は既に消失している。

調査地域は、高松市西春日町に所在する県営西春日団地の北側に隣接する果樹園で、長い歳

月の経過に伴う表土の流出によって畑地の乾燥がひどく、収穫減が目立つところである。この

たび、土地所有者が専業農家に転向して本格的に果樹栽培をするため畑地を深耕して土壌の活

性化をはかることを把握した。ところが当該地は、埋蔵文化財包蔵地であるため高松市教育委

員会では、土地所有者に調査についての協力要請を行い、国庫補助事業として香川県教育委員

会ならびに香川大学の指導助言を得て、調査を実施した。

調査は、先ず、地形測量を行った後、昭和59年7月16日から発掘調査を実施し、同年12月28

日で現地調査を終了した。調査対象は、 9号墳から13号墳までの 5基である。現地調査終末段

階の12月16日に現地説明会を開催したところ、郷土の歴史に関心をもつ百数十名にも及ぶ熱心

な見学者が参集した。

なお、この調査にあたっては、香川県教育委員会・香川大学助教授、丹羽佑ー氏のご指導ご

援助、土地所有者ならびに多数の関係者のご協力ご支援をいただいたことに対し、心から謝意

を表します。
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第Il章環 境

南山浦古墳群は、積石塚古墳の集中で知られた石清尾山古墳群の支群として把握できる。こ

こでいう石清尾山とは、狭義の石清尾山――峰山とも通称される一ーを要の位置に、その東の

室山、南の浄願寺山と各々標高100m余の峠で結ばれた平均200m強の独立山塊をさす。山塊の

周囲は、平地で北から東にかけては市街地が広がり、南から西の一幣は新興住宅がみられるも

のの、いまだ田園地帯の趣が色濃く惑じられる。古代においては、東にのびた家並のあたり、

特に、新川、春日川の下流域は数kmに及ぶ湾入が考えられている。また、高松平野最大の河川

香東川は、山塊の西裾を北流するが、かつては、石清尾山塊の南で分かれ山塊の東にも流れ出

していたことが、条里制の乱れで認められる。これらの河川に、香東川の西を流れる本津川を

あわせた 4ないし 5本の河川によって形成されたのが、県内有数の沖積平野、高松平野である。

2 歴史的環境

高松平野においては、旧石器、縄文時代の遺跡が平野南縁に点在するに過ぎない。弥生時代

前期前半の遺跡も知られていない。今後の調査に期待するところ大である。

弥生時代前期後半になると、海浜近くに天満、平野南縁に光専寺山、南東の奥まった所に香

大農学部構内の各遺跡が出現する。三者三様の立地は、様々な条件の箇所で早くから開発が行

われだしたものと解釈したい。しかし、続く弥生中期前半の遺跡は発見されておらず、確実に

遺跡が存在する中期後半まで、相当長期間の空白がみられる。第 I様式新に相当する遺跡の増

加、第II、m様式での減少、第w様式における再度の増加は、高松平野に限らず讃岐全域に共

通する傾向で、その理由は解明されていない。

中期後半の遺跡としては、峰山の摺鉢谷遺跡をはじめ、平野南部の中山田、東縁の久米池南

遺跡が代表的である。いずれも高地性集落で、なかでも後者は、平入構造の高床建物を描いた

絵画土器片や、鉄剣、鉄斧、鉄鎌、鉄鏃等多量の鉄器が出土している。集落の中心には、掘立

柱建物が位置し、竪穴住居跡やテラス状遺構、土壌墓等の遺構が周囲に規則的に検出できた。

祭祀的遺物、豊富な鉄器、特異な集落構造等の特色は、高地性集落のなかでもより高度な政治

化軍事化が図られつつあった集団の所産と推測するに十分である。

遺跡は弥生時代後期から古墳時代初頭にかけて、爆発的に増加する。後期初頭の大空遺跡を

はじめ、大空南、南谷、久米池南、川添浄水場、下司、葛谷、三谷三郎池、大池、田村神社、

佐料の各遺跡の他、南山浦古墳群の近傍にも奥ノ池、南山浦、片山池下の遺跡が知られている。

高松平野の至る所に存在するこれらの遺跡は、人口増加、水田拡大、分村等の要素が複雑に絡
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みあった結果の現象であろう。ただし、各遺跡における具体的な構造、展開等については、調

査が実施されぐいないため、今後に譲らなければならない。

峰山の下ノ山遺跡からは、銅鉾二口が出土している。高松平野南奥に所在する大原神社の細

型銅剣ーロとあわせても、平野全域で三口と極めて少ない青銅器保有量である。

古墳時代以降の遺跡は、所々から土器が出土するのみで不明なところが多い。

生産遺跡では、高松平野南縁の三谷三郎池西岸窯跡が注目される。本体のほとんどは失われ

ていたが、朝鮮半島に源流をもつと推察できる古式須恵器が得られている。ー同じ南部の公淵池

にも須恵器窯跡が知られている。瓦窯では、南山浦古墳群の南400m余に位置する片山池窯跡

と、その南300mに所在した南山浦1号窯跡があげられる。ともに後述する坂田廃寺に関連す

る瓦窯である。

墳墓では、久米池南遺跡において検出した土壊墓三基が注目される。弥生時代中期後半のも

ので、共同墓地から隔絶した立地のうえ、少しばかりの盛土も考えられる。さらに、 1号土壊

墓には、鉄剣ーロの副葬が認められる。かなり早くから集団構成員を脱却し、卓越しつつあっ

た有力者の存在を知ることのできる貴重な遺構である。後期から古墳時代初頭にかけては、墳

丘墓や甕棺墓等が平野の縁辺の小高い丘陵上にみられるようになる。円養寺・権八原C地区・

三谷通谷の各遺跡が代表例であろう。古墳時代をむかえるための素地が準備されていたのであ

ろう。

そうした背景のなかで、南山浦古墳群の北東1km余の石清尾山塊の一角に出現したのが、積

石塚の前方後円墳、鶴尾神社4号墳である。先端がバチ状に開いた前方部をもち、後円部中央

には長大な竪穴式石室をもつ。さらに、伝世鏡論の根拠となった舶載の獣帯方格規矩四神鏡一

面が副葬されていた。墳丘から出土した土器は、庄内期併行と目され、県下はおろか我が国で

も最古段階の前方後円墳として位置づけがなされる。一方、南山浦古墳群の北方、峰山頂部の

西肩部に位置するのが、石清尾山古墳群中最大の積石塚で双方中円墳の猫塚古墳である。多数

の埋葬施設の存在から、墳丘墓の性格が色濃い古墳といわれる。出土土器から、鶴尾神社4号

墳に次いで築造されたと考えられる。猫塚古墳と反対側、峰山頂部の東肩部に位置するのが、

前方後円墳•姫塚古墳である。その位置から南東に降る尾根に立地するのが鶴尾神社 4 号墳で、

4基の円墳もその前後に並ぶ。

一方、北に向かって幾つかのヒ゜ークを持ちながら走る背陵に、前方後円墳の小塚古墳、同じ

前方後円墳で有iJ抜式石棺をもつ石船塚古墳、双方中円墳の鏡塚古墳が位置する。さらに背陵先

端には、方墳の北大塚東、前方後円墳の北大塚、北大塚西の各古墳が一団となって所在する。

その一団と、深く切れ込んだ摺鉢谷をへだてて対峙するのが、前方後円墳の石清尾山 9号墳で

ある。背陵の西側斜面には、現在亡失しているものの、小型の積石塚が二十数基、存在したと
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いうが詳細は不明である。また、室山の稜線にも、前方後円墳の稲荷山 1号墳、稲荷山姫塚古

旦ヘ ら此る。その

は か知ら且る。亡失しだも冗をあわせると

その数い基の積石塚古填が確認されている。

これらのうち、前方後円墳や双方中円墳は、 3世紀末ないしは4世紀初頭と推定される鶴尾

神社4号墳を初源とし、四世紀末から五世紀初頭に位置づけ可能な石船塚古墳までの、約百年

間に集中して築造されたと推定できる。この間、高松平野において築造されたのが確実な前方

後円墳は、後述する高松市茶臼山古墳と、横立山経塚古墳の二基にすぎない。しかも、後者は、

積石塚古墳であることを考慮すると、石清尾山古墳群を形成した集団が、経済的にも政治的に

も種々の要素について卓越していたと考えるのが、妥当である。

石清尾山塊では、浄願寺山の南西端小丘陵上に、ガメ塚と呼ばれた石清尾山古墳群中、唯一

の盛土前方後円墳が存在していた。高松工業高等専門学校の工事により未調査のまま消滅した

ため、詳細は不明である。

高松平野の東縁、久米池南遺跡の南に位置するのが高松市茶臼山古墳である。長大な竪穴式

石室を有し、鍬形石二個を副葬した古墳で畿内的性格をうかがわせる。前期中頃の前方後円墳

である。平野の西縁にも、前期の前方後円墳、横立山経塚古墳が山の中腹の奥まった箇所に立

地する。前方部盛土、後円部積石の古墳で、長大な竪穴式石室がみられる。円筒• 形象埴輪の

出土が伝えられる。

これらにゃゃ遅れて出現する古墳としては、屋島先端の長崎鼻古墳、平野南部の三谷石船・

船岡山古墳があげられる。いずれも、石船塚古墳と同じ存lj抜式石棺を主体部に採用した盛土の

前方後円墳である。石棺という共通項を持つものの、石清尾山の勢力を牽制するかのように平

野の縁辺に出現した古墳のもつ意味は重大である。先行して出現した高松市茶臼山古墳、遅れ

て築造された今岡古墳、前・中期古墳と推定できる高松平野西部の御厩天神社古墳をあわせた

これらの古墳は、その多くが、前後の系譜が不明僚で、孤独な立地を示す。石清尾山の勢力が

衰退する頃、相次いで単発的に出現する古墳には石清尾集団に対する牽制といった政治的な背

景を考えるべきかも知れない。

中期中頃から後半にかけての首長墓には、今岡古墳があげられる。高松平野の西部小丘陵上

に立地する前方後円墳で、前方部から出士した長持形空心陶棺は、長持式石棺の祖形もしくは

亜流であろう。その他の中期古墳は、石清尾山塊沖に浮ぶ女木丸山古墳が知られるぐらいであ

る。後期前半の古墳も数少なく、山塊の西、本津川流域に立地し、現在は亡失した相作牛塚古

墳が、この時期の所産と考えられる。中期中頃から後期前半の古墳は、県内でもあまり知られ

ていない。前期古墳の集中、以降の古墳数の激減は、讃岐全域における顕著な傾向と指摘でき
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るのである。もちろん、石清尾山塊でも同様で、小型の積石塚を中期の所産とする仮説も有力

では苫ンる刀ミ るとして"'c:i-
r

を 々と築きあげてき の悛

裔としては、みる影も蕪V、といわざるを得ない。

後期後半になると.,横穴式石室を主体部に採用した古墳が、高松平野を限る山々の麓に多く

みられるようになる。単独立地、 2~3 基で構成される小古墳群、 10基前後の比較的多数で構

成される古墳群と様々な形態を示す。特に、石清尾山塊には多数みられ、石清尾山古墳群と総

称される古墳のうち、 60%までが横穴式石室墳である。それらは、 12ないし13の支群に分類で

きよう。最大の支群は、 50基余が群集する浄願寺山古墳群である。山頂部を空間とし、その南

に馬蹄状に密集する。全体の規格性、集中性等で県内屈指の古墳群といえる。それに次ぐ支群

が、 23基の奥ノ池古墳群で、 18基の摺鉢谷西。石清尾山頂、 13基の南山浦、 8基の野山、それ

以下の、峰山墓地、西方寺、御殿、片山池、木里神社、北山浦の各支群が知られている。浄願

寺山と摺鉢谷西• 石清尾山頂の両古墳群が山頂周辺に立地する以外は山麓に所在する。

ところで、山塊の横穴式石室で最大規模を有するのは、摺鉢谷西古墳群に属する石清尾山4

号墳である。石清尾山古墳群中最大といえるものの、群を抜く存在ではない。高松平野の東部

の久本・山下の両古墳、西部の御厩大塚古墳と古宮権現古墳は、巨石墳と呼ぶにふさわしい大

型の石室を有し周囲を圧倒する。久本古墳には、石棚をもち承台付銅婉が副葬されていた。古

宮権現古墳からも、破片ではあるが鉄地金銅張鞍金具が出土している。石清尾山の横穴式石室

墳では、現在までに、そのような優れた副葬品の出土を聞かない。石清尾集団には石室規模、

内容において画一性が存在すると考えられる。高松平野の東部や西部のように巨石墳が卓越す

る地域とは、集団構成に相違があると、認められよう。

古代寺院は、 7ケ所知られている。なかでも、南山浦古墳群の南方400m余に位置する坂田

廃寺跡は、現在埋没しているが礎石群がみられる。観察可能な礎石は、円形柱座のある丁寧な

造作のものである。また、寺域と推定される田畑からは、奈良時代初期以前と推定される金銅

誕生釈迦仏立像が出土し、県指定の有形文化財となっている。出土瓦には、白鳳時代の年代観

が与えられる。南山浦古墳群と密接な関係が想定できよう。さらに、平野東部の山下廃寺跡、

宝寿寺跡、南部の下司廃寺跡、神宮寺廃寺跡、拝師廃寺跡、西部の勝賀廃寺跡が知られるが、

詳細は不明である。

さらに、高松平野全域に条里跡が残る事実も注Hしておきたい。特に、志度町多和神社に残

る讃岐国弘福寺領田図の該当地と推定される地域は、南山浦古墳群の東方3kmの位置である。

高松平野の古代遺跡を列挙してみたが、少なくとも、南山浦古墳群の所在する石清尾山塊が

高松平野のなかで重要な位置を占めることが判明したと思われる。
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遺跡 ． 分布図地名表

1 横立山経塚古墳 古前 42 拝師廃寺 奈

2 勝賀廃寺 奈
鱒壼....一に―--馳と疇｀一•一響一·-.. -・ 一・-霞___., ___ ., __一・-・一•

3 かしが谷古墳 古前中

4 佐料遺跡 弥後 43 西宝寺古墳群 古後

5 今岡古墳 古中 44 木里神社古墳 古後

6 相作牛塚古墳 古後 45 下山遺跡 弥

7 平木 1号墳 古後 46 峰山墓地古墳群 古後

8 古宮権現古墳 古後 47 石清尾山項古墳群 古後

， 国分尼寺跡 本ぷ 48 石清尾山13号墳 古後

10 御厩天神社古墳 古中 49 摺鉢谷西古墳群 古後

11 御厩大塚古墳 古後 50 石清尾山 9号墳 古前

12 兎子山遺跡 旧 51 石清尾山 4号墳 古後

13 陶古窯址群 平 52 石清尾山 3号墳 古後

14 田村神社遺跡 弥後 53 石清尾山 2号墳 古後

15 神宮寺廃寺 太,,,、 54 御殿古墳群 古後

16 船岡山古墳 古前 55 猫塚古墳 古前

17 万塚古墳 古後 56 摺鉢谷西古墳群跡 古

18 雨山南遺跡 旧 57 姫塚古墳 古前

19 三谷三郎池遺跡 縄弥 58 小塚古墳 古前

20 三谷三郎池西岸窯跡 古中 59 石船塚古墳 古前

21 三谷石船古墳 古中 60 鏡塚古墳 古前

22 光専寺山遺跡 弥前 61 北大塚古墳 古前

23 中山田遺跡 弥中 62 摺鉢谷遺跡 弥中

24 円養寺遺跡 弥後 63 鶴尾神社4号墳 古前

25 葛谷遺跡 弥後 64 奥ノ池古墳群 古後

26 下司廃寺 奈 65 奥ノ池遺跡 弥

27 下司遺跡 縄 66 稲荷山姫塚古墳 古前

28 香川大学農学部遺跡 弥前 67 稲荷山北端古墳 古前

29 権八原遺跡 弥古 68 北山浦古墳群 古前

30 瀧本神社古墳 古後 69 野山古墳群 古前後

31 高松市茶臼山古墳 古前 70 浄願寺山古墳群 古後

32 久米池南遺跡 弥中 71 ガメ塚古墳跡 古

33 久本古墳 古後 72 南山浦 1号瓦窯跡

34 山下廃寺 太， 73 片山池古墳群 古後

35 山下古墳 古後 74 坂田廃寺 奈

36 大空遺跡 弥後 片山池下遺跡 弥後

37 屋島城跡 奈前 75 片山池窯跡 六ぷ

38 長崎鼻古墳 古中 76 南山浦遺跡 弥後

39 女木丸山古墳 古中 77 南山浦古墳群 古後

40 天満遺跡 弥前

41 大池遺跡 弥後
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章南

置

高松平野中央部に所在する浄願寺山の東麓には、緩傾斜面が広がっており、峰山との接点・.

切通越に至る谷と、片山池が造られた小さな谷以外は、比較的単調な地形を呈する。古くから

開墾されており、果樹園のなかに横穴式石室墳が、三ケ所、群をなしてみられる。北から、野

山、南山浦、片山池古墳群と各々呼ばれている。

そのうち、南山浦古墳群の占地する付近は、緩傾斜地が平地にむけてせり出したような地形

で、現在は、東方と南斜面に県営団地が立ち並んで、絶景とはいいがたいが、かつては、眺望

のすぐれた環境であったことが容易に想像がつく。

古墳群の所在する東側背後の山腹は、徐々に角度を増して急傾斜となり、標高239m余の山

頂部に至る。山頂は、丸味をおびたなだらかな地形で、そこに50基余で構成される浄願寺山古

墳群がある。急斜面を度外視すれば、両古墳群の密接な関係を想定できよう。

左手にみえる室山から峰山の南斜面• 山裾と、浄願寺山の東山裾を二辺とする三角地帯は、

比較的安定した平野らしく、古老によれば、旧跡の類が多いという。三角形の斜辺にあたる線

上、即ち、浄願寺山南端と室山南端を結ぶ線上には、不規則な区画の水田が目立つ。かつて、

香東川の分流が流れた跡である。その外側は広大な高松平野がつづき、さらには、平野の縁に

あたる小高い山をみてとれる。古代人の奥津城としてうなずける地形と眺望である。

2分布

古墳は、 13基が確認されている。石清尾山古墳群では中規模の支群である。横穴式石室を主

体部に採用した盛土墳で、石清尾山に多くみられる横穴式石室墳と変わる所がない。しかし、

開墾のため、 13基全ての石室は破壊され、用材と思われる石が、畑のあちらこちらに転石とし

てみられる。また、墳丘が僅かに残存する 1. 2. 4. 11号墳を除き、他は痕跡さえ認められ

ない。

分布範囲は、楕円状で、南北に沿う長軸長約200m、東西の短軸長約100mを測る。最南端に

やや離れて立地するのが1号墳で、最北端には、 12. 13号墳が位置がする。

2号墳以下11号墳までは、両者の、ほぼ中央周辺に築かれており、特に、 2. 4. 5. 6. 

9号墳は最高所で集中する傾向を読みとれる。

分布範囲の標高は、 25m~45m を測り、上方は急傾斜となり、古墳の存在する余地は無いと

思われるが。下方は宅地のため大幅な地形変更が行われ、さらに、古墳群の南北にも緩斜地が

それぞれ広がる。下方、南北には古墳存在が可能で、分布範囲の拡大が考えられる。
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第 3図 調査区域実測図
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第4図 調査地点配置図
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3 調査

南山浦古墳群の調査には、今回の調査と、県教育委員会によって実施された昭和47年度の調

査とがある。後者は、県営西春日団地の建設に先立って実施されたもので、古墳群の南半分。

1~6 号墳までのうち、 3 号墳と 6 号墳を除く四基が対象となった。 6 基の古墳は、現在は団

地のため、破壊されたか埋没したかで、観察はできない。今回の調査は、古墳群の北半分、 9

号墳から13号墳までが対象である。その他7号墳は、大きく破壊されながらも現存しており、

8号墳は、土地所有者が宅地造成をする際に、知らずのうちに破壊されたらしい。現在、庭に

は古墳の石材が幾つもみられ、同所から掘り出したとの話から、古墳の存在は間違いないもの

と考えられる。

従って、発掘調査された古墳は、昭和47年4基、昭和59年度5基の計9基で、未調査は4基

である。調査された古墳は、全体の69%で、古墳の調査率としは、県内でも高い方に属する。

なお、昭和47年度の調査は、未報告で、今回の調査にあたっては、当時の調査担当者から多

くのご教示をいただいた。記して謝する。

IIIー 1 南山浦9号墳

墳丘

調査対象畑地が鈍角をなす南西隅に位置する。昭和47年に調査された2. 4. 5号墳よび未

調査の 3号墳の計四基が上方に存在していたらしく、これらの古墳とともに南山浦古墳群中の

ーグループとして分類することもできる。標高38m余で、今回調査した古墳のなかでは最高所

のものである。 10号墳は、東下方52m余に、 11号墳は、北東下方56m余に各々立地する。

古墳は、テラス状に整えられた畑地に、その全体を埋没させていた。僅かに右玄門石の頭部

がのぞいていたのみで、表面銀察によれば、墳丘の遺存は全く予測できなかった。また、石室

の西側と南側は、道路の擁壁と側溝によって切断されており、羨道部先端は別にして、石室が、

道路工事によって破壊されていなかったのは幸運といえよう。

表面観察では不可能であったが、石室調査区壁面で、厚さ lm余を測る墳丘の遺存が確認で

きた。石室の中程から奥にむかって弧を描くように検出できた暗灰黒色粘質土層が盛土にあた

る。この土層は10.11. 13号墳にもみられるかた＜敲きしめたもので、弥生土器片が含まれるこ

ともある。本古墳群が形成された山裾には、同層の存在や、弥生土器の散布が認め難いところ

から、眼下の平野部より運ばれたと解される。

石室

横穴式石室は、斜面にほぼ平行して構築されていた。主軸は、 N-0で、真南に開口する。

石室のほとんどは用材が抜きとられ、羨道部先端は先述した南側道路によって切断されて
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いる可能性がある等兄破壊が著しく基底石が残存していたに過ぎない。現長7,85mを測る石室

、次のと記り T疇：る。

'7m、 、'.ff'、羨道幅ー

ヮぞ
";irn 

95,.,, ( 

高の最大値は、玄室L18m、羨道0.65 sである。

、日rr,・, 

を先端部1.1ふn、床面からの

左袖石が抜き取られているため、石室の形態には若干の疑問が残る。抜き取り孔が、袖石を

裾えた跡に一致するとすれば両袖石が羨道、玄室側面から突出した形状を想定できる。一方、

玄室長は、南山浦古墳群中最大の数値をとるが、玄室幅は、群中の 4m以上を越す玄室長をも

つ四基の古墳のなかで、最も幅が狭く、ひとまわり小型の石室をもつ 2号墳の玄室幅と、ほと

んど同じ数値をはかる。従って細長く奥ほどせばまった石室で、南山浦古墳群中では目立った

存在である。

残存する基底石は、全て安山岩である。石室の奥壁には1.3面余の平面をもち、厚さ約0.7m 

の一枚の大型石材が鏡石として使用されている。鏡石の最大横幅は、 l.6mであり、玄室奥壁

幅とほぼ一致する。両側壁の最奥基底石は、鏡石を挟むように置かれている。従って、鏡石の

横幅が石室の規格に影響していると考えられる。

玄室側壁の基底石は東西ともに 6石で、西側の奥より 2石目がかぎ取られ破壊している他は

完存している。両側壁の石材と使用方法は、顕著な相違が認められる。山側にあたる西側壁の

石材は、東側壁に比べて小ぶりで、特に奥2. 3石目は立てて使用している。

西側壁に対し、横幅、高さはもちろん奥行も十分な石材を寝かす配慮をした構築法が山裾の

東側壁に読みとられる。削平によって生じた安定な地山直上に基底石を裾えることができた西

側壁に対し、傾斜のために崩れやすい東側壁には、安定をはかるために大型の石材を用意した

のであろう。

基底石各々は切り出し時か構築時に加工したと思われる割り石で、内面を揃えられている。

さらに高さの足りない基底石には、小さな石材を重ね裔さを補う等して、基底石の上端のライ

ンが通るように配慮されている。このような構築法は、他の多くの横穴式石室でも観察できる

一般的な傾向である。

羨道は、先端が破壊されている可能性が高いが、残存部では、構築法は玄室と余り変わらな

い。現存する右袖石は、方柱状の石材で用材としては鏡石に次ぐ大きさである。袖石の三面は、

床面に対してほぼ直角をなす。また、頭部は水平な面をもつ。自然石というより割り石との惑

を強く受ける。玄室床面には、幼児の拳大の円礫がすきまなく敷かれている。ただし、玄室最

奥部の壁面際の部分には礫敷がみられない。一方、礫敷は羨道の中ほどまでのびていて、先端

から玄門のあたりが三重ないしは四重に礫が敷かれ最も厚く、玄室中ほどから奥にかけては漸

次薄くなる。玄門部においては、分厚い礫敷の下に30cm余大の平らな塊石が石室主軸に直交し
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て三個並べられていた。礫敷前の床面—原床面を少し掘り、頭を少し出している。明らかに

桓石であるがそれを厚い礫層で覆うところから、桓石の役割は果していない。床面下には、排

水溝は発見されなかった。分厚い礫敷は十分に代役を果したのであろう。

玄室奥の方で30cm余のやや扁平な安山岩塊石が、 12個置かれている。棺台石であろう。

なお、後述するように、床面に接する出土状況を呈する後世の土器が、特に玄室中程で多く

得られた。従って、再利用時に床面礫敷が破壊されたり、棺台石が動かされた可能性があるこ

とを付記しておく。

調査に制約があったため、十分な解明はできなかったが、あえて石室の構築方法を想定して

みたい。斜面を大きくカットし基底石を置いた後、 30cm前後地山の土をたたきしめながら原床

面を構成する。その原床面に礫敷を覆って床面としている。以下石室を構築しながら墳丘をも

形造ったのであろう。

遺物

古墳に伴なう遺物はきわめて少ない。 104は、玄室左奥隅で床面レベルより深く埋められた

状態で検出された土師器杯で、器表の条l離が著しい。 105は、羨道より出土したもので体部に

暗文がかすかに残っている。端部が僅かに内湾しかつ肥厚する。後述する10号墳出土の土師器

暗文杯がわずかに高い器高をもつ以外は、細部まで類似する。

須恵器のうち101は直口壺蓋の可能性がある。 102は、 10号墳にみる台付グラス状土器と思わ

れる。 103は、床に敷かれた礫間から出土したもので脚である。

103同様な出土状態を示すのが、金環132-134及び、ガラス玉106-130である。金環は、 131

が、羨道部より浮いた状態で出土した他は、玄室中央に出土している。 131.132は、金箔が完

存している。計測値から対であろう。残り二個も同様である。ガラス玉は全て風化により表面

が剣落し、光沢を失い、色も完全に消滅している。質は余りよくないのであろう。

幾つかの出土品が類似するところから 9号墳の築造年代を、 10号墳と併行する時期、 7C中

頃としておく。

9号墳から多量の再利用時の土器を得た。器種は、全て土師器で小皿135-137、皿138婉139

-143羽釜144鉢144鍋146がある。そのうち鍋が、第m層の角礫層中にみられただけで、他は第

IV層の床面直上から出土した。これらは、埋葬終了後における再利用時の遺物として認められ

る。土器の器種からして、常時とはいえないにせよ、生活がおこなわれていたのであろう。な

お土師器婉のうち、 139は、器表が剥落しているためにわかに認めがたいが瓦器の可能性があ

り、他は全て内面黒色土器である。 11号墳の土師婉より少々後出すると考えられよう。
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第 5図 南山浦 9号墳地形測量図
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第 6図 南山浦 9号墳土層図
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m余の斜面に位置する。前面には急坂の道路が土地を区切ってい

る。 9号墳が上方52mに'11号墳が北53mに、下方の宅地には、既に破壊された可能性のある

8号墳が各々位置していた。閲れた鏡石と、羨道部にあたる石材の各々頭部が地表にみられた

ことから、古墳と知れるのみで、墳丘は、開墾により著しく変形を受け現状では観察できなか

った。しかし、石室を中心に設定したトレンチによれば、石室の西側ー山手側では80cmと相当

厚くたたきしめた暗灰黒色粘質土層が9号墳と同様に確認できた。古墳の盛土で、弥生土器片

を含む。

石室東側では、同じ土層は薄く確認できたに過ぎない。開墾と流出による結果であろう。

石室

検出された横穴式石室は斜面に斜交して造られ、南々東方向に開口する。開墾等によりほと

んど破壊され石材の多くを失っている。特に、東側壁は全て抜き取られ、詳細な調査を行った

ものの、痕跡さえも認められなかった。奥壁は、一枚石でそのまま石室外側に偽れる途中で止

まった状況の鏡石がみられた。復元すれば、高さ lm余になるであろう。西側壁では、羨道部

も含めて基底石が比較的よく保存されている。石材は、全て安山岩であるが袖部を境に大きさ

と使用方法が異なる。羨道側は、袖石も含めて大型の石材を同一線上に立てて方柱状に使って

いる。それに対し、玄室側では、小型の石材を横に使うことが多い。また、袖石に並ぶ羨道壁

は、外側に開き気味である。玄室は、やや湾曲がみられ、胴張りとも考えられる。袖石は、高

さ 0.9m 、厚さ 0.5m で、厚さが袖部の計測値になる。床面には、 5~10cm大の安山岩割石が、 15

cm程の厚さで敷きつめられ疎密はない。なお、床面より数cmの高さを有する数個の石は、棺台

石となる可能性を有する。ただし、原位置を保っている例が少ないので詳細は不明である。床

石としては、比較的大きな石が床面の中心線一石室主軸にそって並んでいる。最初、排水溝の

蓋石と考えていたが、床石を全て取りはらった時点では溝を検出できなかった。羨道部の床面

敷石と据石は検出できなかった。最初から設けられてなかったのであろう。玄室床面は、東南

隅の一部を欠くのみである。従って、次のとおり玄室の復元が可能である。主軸N-6°-E、

石室長5.95m、玄室長3.8cm、玄室幅ー奥壁部l.25m、中央部l.65mm、玄門部1.65m (推定）

羨道長2.15m、現存高一羨道部0.6m、玄門部0.9m、玄室側壁部0.55m(推定）

石室の構築は、地山をL字状にカットし、石室全体よりかなり大きめの削平面を造り出す。

さらに、基底石に適切な掘り方を設け安定をはかっている。

なお、石室外、墳丘内に 3個の細長い石材を並べた石列が、石室主軸にほぼ平行して検出で
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きた。床面中央にみられた石列とともに、石室構築に関連する遺構と考えておく。

冷ほとんと撹乱さ汎冷原位置を留めているものは、人 かった。そのなかで

袖石の脇にさやや離れて検出されたのが、3 土師陪文杯等である。 210は完形で裏返しに置かれ

て出土した。きわめて緻密な胎土で底部内面に螺施が、体部内面に放射線が各々施こされてい

る。同じく裏返しにして、前者の近くに検出されたのが211である。暗文の施文法は同様であ

るが、径が大きく、端部が内湾し、肥厚する。やや保存状態が悪く。破損が顕著であった。

二個の暗文杯に、さらに、重なっていたのが、須恵器の台付グラス土器206である。ただし、

半完形にも満たないため、撹乱のおり移動したのであろう。 207は、胎土からみて前述須恵器

の脚になるであろう。

須恵器坑201は径の小さい小型品で、杯の身と蓋が逆転する直前のものと考えられよう。高

杯は、 3個体202.203204.205ある。ともに無蓋で小型品に分類できるものである。平瓶208は、

肩部に稜をもつ。その他、台付長頸壺209がみられるが、 10号墳出士の須恵器は、既して小型

品が多い。

装身具では、一対の金環212.213が、玄室中程で出士している。いずれも 9号墳出土例より

も小型品である。

鉄器214~217は、鏃もしくは、釘と思われる細い棒状の鉄器が若干検出されたに過ぎない。

出土品より、逆転前杯の存在は古い要素としてとらえられる。しかし、全体に小型化し羨道

部に形骸化した手法を採用するなど、横穴式石室築造の末期の所産と考えられよう。 7世紀中

頃と考えておきたい。平瓶の存在等から、降った時期の追葬も考えられる。

墳丘盛土に混入して弥生土器が出土した。 220は、壺口緑端部に凹線文を施した上に、波状

櫛書文を施し、さらに円形貼付文で飾る。外反した口縁内面にも、波状櫛書文を施こすなど、

装飾に富む。 219は壺口縁、 221は甕口緑、 218は鉢口縁である。これらの士器は凹線文を採用

するところから弥生時代中期後半の士器と考えられる。墳丘に使われた粘土は、近くの平野部

から運ばれたに違いない。弥生土器は、採土時の混入であろう。とすれば集落もしくはそれに

類する遺跡が、近くに存在するといえよう。

m-3 南山浦11号墳
墳丘

調査対象畑地の中央南よりに占地する。各古墳との位置関係は次のとおりである。 9号墳南

西56m、10号墳南々東53m、12号墳北92m、13号墳北東104m。今回調査の古墳のうち地形図

で墳丘の遺存が確認できた唯一の事例である。標高34~36m余のコンタラインは、古墳の
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周辺で外に湾曲している。明らかに自然地形と異なり、付近には30個余の安山店が齢乱し、古

る らぷだ。 /,,''j-ジ戸ゞ
,,, C,  ., C,/d,、

喜さ15m

発掘調査では、石室を中心に各々直交する 4本のトレンチを lm幅で設定した。そのうち南

西にのばしたものからは、墳丘にあたる敲きしめた暗灰黒色粘質土層と、幅 3m、深さ0.9m、

の周溝が検出された。北西トレンチでは、石室奥壁背後で、地山を深く削ぎとったようなカッ

トした跡が確認できた。石室背後とカット面の間には、盛土の暗灰黒色粘質土層が存在してい

た。しかし、カット面より北西側では、地山が認められ暗灰黒色粘質土層によって墳丘を構築

した痕跡は、現状では確認できなかった。北東に延長したトレンチでも、石室近傍以外は、地

山であった。

石室現状から考えて、墳丘は現在より高かったと考えられる。従って、墳丘下部は地山整形

により、それより上部には暗灰黒色粘質土層による盛土があったものと解釈できる。また、石

室側壁の構築を確認するため石室西側に設定した全長l.6mの試掘区でも盛土が確認できた。

北西、南西トレンチの状況とあわせ、石室構築前に石室奥の地山カット面から、石室東側、い

いかえれば墳丘全体の1/4~1/3にあたる部分を削平したものと考えられよう。

なお、 10号墳と同様、弥生土器片が多数出土している。盛土が古墳造常のおり平野部から運

ばれた証拠である。

石室

斜面に斜交し、南東に開口した横穴式石室が検出された。主軸N-24.5°-Wl石室長9.3m、

玄室長3.9mあるいは4.3m、玄室幅ー奥壁部2.0m、中央部2.2m、玄門部2.0m、羨道長5.4m

あるいは5.0m、羨道幅一玄門部l.25m、先端幅l.3m、現存高一玄室部1.Sm、玄門部1.15m、

羨道部0.9mを各々計測する。

石室の石材は墳丘に散乱している用材と思われるものも含めて、全て安山岩である。そのう

ち玄室奥壁の基底部は、約2.l面余の大きな平面を持つ石材と、柱状の石材とで構成されてい

る。この二石によって形造られる玄室奥壁の幅は、南山浦古墳群中最大値を示す。従って、た

かだか4m余の玄室長であるが、その床面甜は大である。また、側壁の状況から奥壁は、現状

より高いことが明らかであり、かなりの石材が抜き取られているといえよう。

側壁はやや胴張りを呈する。東側は、一段4個の基底石が遺存しているのみである。用いら

れた石材は、 l.3mX0.5mX0.5m余の大きさで、小口面を横に使い面を揃えている。各々の

基底石J::端面も、ほぼ同じ0.6m前後の高さを有し、ラインが通るように工夫されている。西

側壁では、高さl.8m余の残存高を測り、 3段が遺存するが、各段間はラインがハッキリ通る。

最下段基礎石は4石で、二段目は 1石抜き取られている回。三段目は、大型の石材1個しか残
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っていない。中央基底石は大型で、東側のそれよりやや高い惑を受ける。 9号墳と同様な、山

側では立てて、山裾側では横に寝かせた使用している部分がある。二段目は同じような厚さの

石材を横に用いる。三段目として残る一石は、横1.9m高さ0.85m奥行1.2mの大きなものであ

る。その背後に設定したトレンチでは、石材の底部にそってかなり堀込んだが、下段の石材を

石室外側から検出するには至らず、崩壊の危険があるのでやむおえず中止した。それにより、

同石材の構築時点で、安定をはかるため、二段目上端まで墳丘の盛土が行われていたと考えら

れる。また、同石材は石室内に30cm余せり出している。持送技法の採用である。同方法の採用

にあたって、三段目大型石材の石室面は、内傾しており、甚底部を起点とした石室断面に、違

和感なくとけ込んでいる。用途に適した石材を厳選したのか、加工した割り石かのいずれかで

あろう。

石室は両袖式の形式をとる。両袖石はともに立てられた直方体の石材で、平坦な上面の長軸

を各々、石室主軸にあわせている。しかし、注目すべきことは、両袖石によって造り出された

袖部が、主軸と直交した直線上に並ばず、約40cm程喰違っていることである。両袖式の石室に

おいて、袖部の幅が違うためシンメトリックでない事例は多くみられるが、その逆は県内でも

稀であろう。

喰い違いが生じた理由は、石室構築過程において、両袖石が同時に据えられなかったためで、

構築途中に別々に据えられたため麒甑をきたしたのであろうか。

羨道は南山浦古墳群中最も長いもので、袖石の玄門側の面と、羨道側壁面とが一致する。そ

の羨道側壁は、西側がよく遺存していた。斜面下方にあたる東側壁では、長さにしてその半分

余しか遺存していない。東側壁は、ほぼ2段に積まれ上端と段間にラインが通る。西壁では、

同じ高さを有する石材が用いられた部分もある。ところで、羨道基底部はやや外側に開き気味

となる。主軸が、斜交するため、直線的に羨道を構築すれば、羨道先端の床面は、玄室床面に

対し、著しく低くなり、甚だ不都合である。そこで、羨道を等高線に平行気味に築くことによ

り、床面の低下を避けようとしたと、考えられる。

床面は、 5-25cm余の扁平な安山岩の石材を敷く。その際生じたすき間には、嬰児の拳大の

円礫をつめている。特に玄室奥ほど、その様な傾向が顕著である。床石は、羨道の途中までの

びるが、桓石はない。峰山における摺鉢谷西古墳群中の石清尾山2号墳に、同じ床面を見出せ

るが、県下では例外的な存在といえる。敷石の先端の近くにあっては、円礫が全くみられない。

また玄門部の敷石上に、土器片を敷込んだ石材が見い出せた。閉塞石の可能性がある。

床面の一部に数cm高いような部分、あるいは円礫が多い部分などがあるが、棺床というには

根拠にかけるきらいがある。

床面を取り除くと、素掘りの排水溝が検出できた。総延長7m余、平均的深さ0.2m前後の
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排水濡は玄室奥から始まり、羨道先端主で掘られている。ただし誹水属内に径述ずる床面寵下

の二且屈器片か会り落ち込ん,:.'い、なし／のマ、古亨簗遮悛きわめて~早い時賦にその哀屹こ絡了して

いたのであろう。

本占墳では、今回調査古墳のうち唯一天井石が歿存していた。玄室用一個と、羨道用二個で

ある。ともに崩壊した石室を覆って残っていたもので、前者は、 2.25mXl.lmの大きさで厚

さは0.9m余である。位置からして玄室の玄門寄りを覆ったのであろう。後者のうち一石はl.5 

mXl.lm、厚さ0.74m余で、残りもほぼ同じ大きさで、前者よりひとまわり小型である。

遺物

11号墳では、多量の遺物が得られた。 6層に分けられた玄室内の士層のうち、第w層に少量
第v層には多くの古代末から中世の遺物を含んでいた。第VI層は床面直上の土層で、古墳時代
の遺物一ーいいかえれば、古墳の副葬品が出土した。古墳時代の士器は、計42個体分確認でき

た。そのうち、須恵器は、 27点を数える。ほかにも、図示しなかったが、大甕の破片と覚しき

ものもみられる。鉄器は52点確認できた。ただし、第V層中に混入していたもの、細片となっ

ていたもの等があり、それらはあえて図示を避けた。第N•V層出土遣物は、代表的なもの、 40

点図示したが、実測可能なものはさらに多い。それらは、今後に譲りたい。

古墳時代遺物の石室内での分布には、次のような性格が認められる。須恵器および士師器の

土器類は、羨道および玄室左半分にみられる。特に左袖部には、土師器高杯2点、須恵器杯身

3点、杯蓋3点、高杯2点、提瓶 1点、平瓶1点、直口壺 1点の計13個体が集中していた。破

損がみられるものも一部にあったが、多くは完形であった。さらに、左側壁に立てかけたよう

な出士状況を呈する須恵器がある。左袖部から奥にむかって順次、杯蓋、杯身、提瓶、杯身、

杯蓋、と置かれ、最奥隅には提瓶が発見できた。この提瓶には、 9号墳土師器杯と同じ性格が

与えられていたのかも知れない。

玄室では土器がその他に、中軸線上もしくは幾分左寄りに破片が分布する。玄室内右寄りに

出土地hをもつ須恵器は、高台付杯身の一点のみである。

玄室主軸左側には鉄器が多くみられ、右寄りには、轡、鐙等が検出されただけである。

このような玄室内の遺物配置は、再利用による結果なのか、本来のものなのか不明である。

羨道では、須恵器長頸壺320と士師器杯333が完形で検出された以外は、破片として検出され

た。特に上師器暗文杯と土師器甕、須恵器平瓶は羨道一帯に破片が散乱していた。これら散乱

した土器は完形近くに復元された。再利用時にこれらの士器が同所で破壊され破片を失なわれ

なかったことを示すもので、最初から破砕されて副葬された可能が高い。

（須恵器）

杯蓋301~305 、杯身306~312、は、 6 世紀末から 7 世紀初頭の特色を示す。 305には、窯壁
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あろう。最後の追葬に倅う副葬品であろう。有蓋高杯316は 長卿で二段透しを有するもので¥

317の存在から二個体以上存在したらしい。但し、 317の透しは、完全に施こさ九ず形骸化が認

められる。前者よりやや後出するものか。 315は、脚取り付け後、透しを造り出した痕跡—

切り取り跡が認められるので無蓋高杯としておく。貼付けつまみをもつ平瓶322.323はともに

羨道から出土している。 321は窯記号が口緑部にみられる平瓶で、体部径をはじめとした大き

さが322に類似する。しかし、前者では、器面に補修のため粘土を貼付けた痕跡が容易に認め

られるほか、口縁部の取付け跡を、，ナデによって完全に消していない等、後者に比べやや雑な

感をうける。なお、 322にも窯記号らしきものが、口緑部にみられる。ただし、成形後かなり

乾燥し後で先の鋭どく尖ったエ具で描かれたらしい。瓶318は、玄門付近から玄室中程に破片

が散乱していた。直口壺319は、口緑部に平瓶321と同じ窯記号をもつ。色調に微妙な相違はあ

るものの、胎士焼成に共通性が認められる。聡324は、ラッパ状に大きく開く口緑と、相対的

に小さな体部をもつ。口緑内面、外面の多くに自然釉がみられる。提瓶は、小型品325.326と

大型品327に分けられる。小型品の体部は平瓶321の休部に形状調整方法などが似ている。特に

325にみられる窯記号は、 321にみられたものと同じと考えてもよい。ほかにも同様な、焼成、

胎土を示すものがあり、それらは、葬儀用に一括して製作されたと考えられよう。 327は肩部

分に耳を取り付けるが、ほとんど退化したものである。同じ色調を呈し、胎土も変わらないと

認められるものに、無蓋高杯315、杯蓋301.302、杯身308.306がある。同時焼成の澗葬品と、

想定ができる。

（土師器）

暗文杯332は、底部が黒色を呈する以外は、赤橙色を呈する。胎土はきわめて良好で外面は

底部も含めて丁寧なヘラ磨きで仕上げられている。内面にみられる暗文は、底部に三重の螺施

が施こされ、器壁には二段の放射文が描かれる。両放射文間は、サイクロイド状の暗文で区画

されている。南山浦古墳群で出土した暗文杯のなかでは、優品である。甕328.329はともに羨

道部から出土したもので、調整、胎土、焼成は同一である。ただし、 328が若干長胴であるな

ど微妙に喰違っている部分もある。これらは、破砕されており閉塞石下にあった。杯333は、

前記甕の細片とともに出土した。高杯330.331は左袖部で他の須恵器に混って出土した。とも

に丸味をおび大きく開いた杯部をもち、接地面を大きくするために、脚先端を水平にひろげる。

杯部は同径だが、脚部は330がやや長い。

床面敷石下から出土した土師器が334~343である。須恵器はみられなかった。例外なく細片

となっていたので、復元がむずかしかった。杯もしくは婉334~339は、径が近い数値を示し、
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分厚い口縁をもつなど、焼成、 調整等に共通点を幾つかあげられるカミ、その細部は様々

デ心忍。 '.3虹は と巳応亘立しだ□緑名もつ ‘であも。 し 乏、ら＇二こ

-, 
,;;Jo ロ '3いは五そ ろう。 334,~3いは胎土焼成が酷似するが

342.343は℃ 胎土焼成は異なる。

（装身具）

銀環393は、風化により著しくもろくなっている。厚さが0.5mmにもみたないもので、内部は

空洞となっている。径 4cm余の環状を呈すると考えられるが、詳細は不明。いま一つの銀環

391は、番線状の銀を丸く曲げたもので、善通寺市王墓山古墳に類例を見い出せる。指輪かも

知れない、両者は酸化銀特有の黒色を呈している。耳環392は、一個のみである。 9・10号墳

例より細く大きい。これらの装身具は玄室中程で発見された。

（鉄器）

馬具が注目される。鐙二点一対430·431 と轡二点429.417~423がある。その他415.416.424

~428 も馬具の部品と考えられる。 430.431は玄室中程右寄りに、ほぼ平行に置かれていたもの

でともに三連の兵庫鎖で、鮫具で釣る構造のものである。 429は玄室右奥出土のもので、錆化

により鉄塊となっていた。図は机上で復元したものである。 417~423は、玄室中程の左寄りに

検出されたもので、破損が著しい。両者は鏡板の様式が相違する。鉄鏃は大型品398~401 と、

小型品395~397がある。小型のものは長い茎をもつ。鎌394は玄室左側壁中程で検出できた。

鍛造品で中央部と先端を欠損する。着装部は、やや歪む。後の変形であろう。刀子402.403も

出土している。 464は、鉄板を丸くおりまげて着柄部をつくりだしている。 417~423 と、同じ

地屯で一括出土した。棺釘405~410 も幾つか出土している。 411は、完形品で短かく横幅の広

い身部をもつ。小型のクサビであろうか、 412~414は用途不明の鉄器で、釘状の部分と頭の部

分からなる。 414は、厚さ 2mmの円盤状の座金が錆付いていた。頭部、座金の表面には、金箔

が確認される。馬具帯の飾り金具か、もしくは棺金具であろう。

古墳の築造については出土品から、 6世紀末から 7世紀初頭と考えておく。詳細にみれば、

この時期に二度以上の埋葬が確認できる可能性が高い。いずれにしても、今回調査した古墳の

なかで、最古の築造と考えられる。しかも、墳丘石室の規模、副葬品など、他の古墳の追従を

許さないものがある。南山浦古墳群を形成した集団のなかでは、最も有力な家族が、いち早く

横穴式石室を墓制として取り入れたのであろう。なお、 7世紀後半の追葬が行われている。南

山浦古墳群では、最も新しい埋葬の一つである。

（その他）

弥生土器344~348が墳丘より出士している。 344~346は壺、 347.348は高杯で凹線文の盛行

する弥生中期後半の土器と考えられる。 10号墳例と同じく運搬されたものである。なお、 10号
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WI UIL=35.00m , 11n 
I 耕作土層
II 茶褐色粘質土層
III 淡褐色枯質土層

N 淡茶褐色粘質土層
（角礫を多量に含む
中泄代の遺物包含）

v 淡灰褐色粘質土層
（古代の遺物出土）

VI 灰黒色粘質土層
（古墳時代の遺物包含）X
VII 暗灰黒色粘質土層

（盛土）

1(111 

7 

~ 暉灰色粘質土層 P,1 ／ ~ 
lX 明褐色粘質土層

P,/L= 35.DOm x 買褐色粘質土層
XI 攪乱層
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第16図 南山浦11号墳土層図 第17図 南山浦11号墳石室上面図
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墳と同じく同地点で集中的に出士しているので、各々、同時期の一括資料としての扱いが可能

てある。

再利用時のェ器の r
文―
,
9
,
 

苓同婉354、

-376同婉377--385(内面黒色土器377~383、黒色土器384. 385、)甕386.不明土器387.388、

鼎389.390をあげておいた。古代末と目される須恵器杯や甕などから12世紀代と考えられる389

まで、不連続な長期間の再利用が考えられる。なお、 389は第w層出土であり、土師器小皿の

多くは第V層上面、それ以外の多くは第V層下面の出土である。おそらく、 10~12世紀代まで

何度か、住居等として横穴式石室が利用されたのであろう。輸入陶磁は、全く存在しなかった。

田一 4 南山浦12号墳

墳丘

南東方向60mに所在する13号墳とともに、南山浦古墳群分布範囲の北限に位置する。北側に

は、浸食が著しく山肌に切り込んだ流水路が等高線に直交して走る。この小谷は、土地境界も

兼ねており、北の畑地は調査対象外である。

古墳の存在する周辺は、緩やかな傾斜面で横穴式石室の用材と考えられる大型の安山岩が数

個散乱していた。

墳丘は、地表観察はもちろん、発掘調査でも確認できない程で全く存在していなかった。た

だし、上方に設定したトレンチで、周溝の可能性のある溝状の遺構が確認されている。

石室

横穴式石室は、墳丘同様ほとんど残っていない。山側にあたる西側壁の基底石が残存するの

みである。石列は、総延長4.8mで、上部、下部ともにほぼラインが通る。北から 6石目の方

柱状の石材が、側壁面よりやや突出気味であり、袖石とも考えられる。また、鏡石は抜き取ら

れていたが、その抜き取り穴と 5 個の20~40cm大の根石が確認できた。これから、全長3. lm 

余の玄室が考えられる。

床面は、玄室の西側奥にのみ観察できた。径10cm前後の円礫からなる礫床ともいうべき床面

で、その下部には扁平な安山岩が敷かれていた。精査すると、礫敷は0.5X l mの範囲にみら

れるのみで、その外側には残存部が僅かではあるが石敷だけで礫がみられない部分がある。東

側は、流出したものと解されるが、南側で確認した安山岩の敷石は、後述する13号墳の棺床と

扁平な石材による床面との関係に共通する。ただし、 13号墳は、石室と棺床主軸が一致する。

本墳でも同様とすると、全長lm余の棺床となる。そのような短軸の棺床を想定するより、石

室軸に直交したものを想定する方が妥当ではある。この場合、玄室奥幅は、 l.5m余となる。

再利用と考えれる土器が出土しているところから、ある程度の規模をもった横穴式石室との
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推測はつく。

を方、〉.:, L その丙に基匠石とその脩尼的i_J士を戸だきしめて原床面を

形成し］こと考えたV。石室の用材は、口礫を除いて全ては安山岩で記る。

這

遺物の絶対量は、極めて少ない。確実に、古墳時代のものと考えられる遺物は皆無である。

埋土中より (501~503) の遺物を得ている。須恵器杯501は、古墳時代以降のもので、本墳は

再利用された可能性がある。

田一5 南山浦13号墳

墳丘

調査対象地区の北東隅に設定したトレンチによって、周溝、墳丘、石室が検出された。コン

タラインの間隔が広くなった標高36m余に位置し、北方には、 12号墳脇にみられた境界の溝が

走り、下方は住宅のため大きく削平されている。

周溝は、部分的な調査に留まったが、石室の北西部で確認した。調査した総延長は7.5m、

深さ0.4~0. Sm 、幅 1~2mの、比較的浅いもので、石室付近を中心として弧を描く。また、

石室の左手全面では周溝は、検出できなかったが、代わって落ち込みが確認できた。

墳丘は、他の古墳と同様、敲きしめた暗灰黒色粘質土層で築かれていた。他の古墳との顕著

な相違点は、石室の北西側でみられた残存墳丘上面の葺石状の配石である。 10~40cm余の安山

岩塊石が、乱雑に置かれており‘‘奸く”“貼る”のいずれともいえない、不規則な配石である。

配石は、墳丘の一部分にしかみられず、石室の南半分にはもともと存在しなかったのか、開墾、

流出等により消失したのか、不明である。ただし、後述するように石材を付近から多量に取っ

た事実がある。また、ほとんどの塊石は上部を欠いた石室の現存上面よりほぼ同じもしくは、

低レベルに位置する。天井石や、それを覆う盛土の存在を考えるとき配石上には、さらに盛土

があったと考えられる。とすれば、配石より下方の盛土が現存することからして、流出を防ぐ

ための一手法とも思える。こうした後期古墳における、墳丘の配石は、坂出市真伏古墳にもみ

られる。同古墳では、積石塚古墳の系譜をひく可能性を指摘されている。しかし、本古墳は石

清尾山古墳群中類例のない事例であるとともに、墳丘内配石でもある等から、時間差のある積

石塚古墳と、結びつかないとするのが、現状では妥当あろう。

残存した墳丘と周溝等から推定すると、南山浦13号墳は、径9mの円墳で、残存高0.8mで

ある。

現状では周溝の検出面が現地表より0.8m余をはかるなど、墳丘が流れ出すのに変わって、

上方の土砂が堆積し、墳丘を地表から消し去ったのである。
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石 室

沢し もので N-1区じc--vV定測る しノ

てVる。石室のそれぞれの計測値は次のと記りである。石室長ふ75m,玄呈長Z.6江ぃ玄室幅

ー奥壁部l.Om、中央部1.3m、玄門部l.2rn、羨道長2.15m、羨道幅一玄門部1.Om、先端部L

lm、現存高一玄室部0.75m、玄門部0.75m、羨道部0.8m。

安山岩の石材を用いて構築されている横穴式石室全体は、上部が失われている。開墾時の消

失のほか、土地所有者が、住宅の建設のためかなり多量の石材を付近から採集したことがあり、

そのときに破壊されたものと思われる。それでも、群中で最も保存状態の良い石室である。

玄室奥壁には、一枚の鏡石が使用されている。ただし石材自体の個性によるためか、奥壁フ゜

ランは主軸に斜交している。従って鏡石を挟む様に置かれた両側壁のうち、東側壁が長く、玄

室右奥が切れ込んだ状況を呈する。袖部に台付壺が置かれたり、小規模な石室であることも考

慮すると、 10cm余の袖部が確認できる。玄室側壁は東側が顕著であるがともに胴張りを呈する。

これらより、両袖式の石室と考えておく。

両側壁は、ともに 2段から 3段残っているが、他の古墳同様、山側西側壁が保存状態がよい。

基底石はいずれも 5石で、他の側壁石材と余り相違ない。基底石使用法についても、横に使う

例が多く 9号墳の例にみるほど、両側壁で顕著な差はない。小型石室の上部は、重量がないか

らであろうか。

側壁は、各段のラインが通っているのを観察できる。特に東壁が顕著で、西側では、二段目

の部分でやや乱れる。両三段目は内側にせりだした持送り技法が採用されている。

袖石は先述したとおり、ともに壁面より 10cm余突出する。両袖石は、ほぼ同じ高さを測る。

これに楯石を置いたのであろうか。とすれば、現存高は玄門高に一致する。

羨道側壁は、東側で横に使用した一個の基底石が残るのみである。それに対して西側では顕

著な差がみられる。比較的大型の石材が2個、袖石に連続して面を揃えて立ち並べられる。

さらに先端には小ぶりな石材が、やや外側にみられる。従って、西羨道部は、主軸に対し、

わずかに開き気味となる。こうした構築法の羨道は、 10号墳にその例をみる。

玄室床面には、扁平に近い20cm大の塊石を、すきまなく一部重ねあわせながら敷きつめてい

る。ただし、最奥部には敷石の施設はみられない。

注目されるのは、棺床の存在である。敷石上に、径 3~5cm余の小粒な円礫を敷いたもので、

西壁にそって主軸に平行に設けられている。棺床設置前に四隅、長辺の中程の六ケ所に、敷石

面より数cm裔＜塊石を置く。その範囲内（長さ1.6m幅0.65m) に円礫を厚さ 2~3cmで敷き

つめる。ただし壁面に密着した長辺以外では、円礫が範囲外に落ち観察によれば先記の範囲よ

り少々広く惑じる。棺床は県教育委員会の調査した古墳にもみられ、県内で南山浦古墳群に多
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く発見される特異な施設である。

桓石は、認められず、床面敷石も、玄門あたり迄で、羨道まではのびないようである。さら

に羨道中程には、床石と同様な石材を用いた閉塞石がみられた。また、排水溝は精査によって

も未確認である。当初から存在しなかったのであろう。

石室の構築については、他の古墳と大差ない。

遺物

須恵器8点、土師器4点が、横穴式石室内より出土した。また、周溝底より須恵器1点を得

ている。

（須恵器）

杯身は 3点、杯蓋は2点を数える。 603は、羨道部で検出した小型の高台付杯である。ただ

し、 606と同じ＜浮いた状態で出土したため、 9号墳伴出遺物の確証はない。 605は、閉塞石中

に左側壁に立てかけたように置かれていた。深い杯で、断面くの字状の高台を貼付けている。

この杯とセットをなす杯蓋604が隣接して発見された。その宝珠は扁平化し、中心の周辺が、

やや凹む。 601は602とともに611に載せられた須恵器杯蓋と杯身である。 左側壁基底石のう

ち、玄門から 1石2石めの隙間に置かれていた。 602の底部が、ヘラ削りによって平らに整形

されているので、 602を杯身と考えておきたい。 601と602は逆に置かれていた。右袖部には、

台付広口壺609が、完形で検出できた。右袖周辺には、それ以外に 4点の土器が検出された。607.

608の平瓶がそれで、両者は法量、調整、焼成等が同ーである。肩部の稜は判然としない。 608

に接して、後述する土師器暗文杯が二個体置かれていた。周溝から出土した須恵器601は、生

焼きともいえる焼成で、周溝底部に破片となって、一括で検出された。調査範囲の溝では、本

例以外に遺物は皆無であった。

（土師器）

暗文杯は、 2個体ある。前述608に接して、 612と613が裏返えしに置かれていた。内面底部

の螺旋はくずれ、放射線は左巻きに描かれるなど、他の暗文杯にみられない事例である。 611

は、小型の暗文杯に脚を取り付けたもので、小型暗文高杯と呼んだ。螺旋は消滅し、 2段に放

射線が施文されている。脚外面にも正面部分に限って暗文を施こしている。 601.602の順で上

に、須恵器杯セットをのせていた。これらの暗文杯には、在地的ともいえる独自の発想がうか

がえる。 614は、甕である。口縁端部に相違点はあるが、石清尾山13号墳に例がある。なお、

甕は第11層中に発見されたので、古墳に共伴すると確定できない。

（鉄器ほか）

4点 (615-618)検出された。いずれも羨道部からで、全て釘である。棺釘と考えられよう。

石室が小型なるため、羨道に追葬が行われたのであろう。
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棺床からは 釘をはじめ一点の遺物も得られなかった。土器の出土状況からして、保存状況

の と考えら紅るので
n(~­f;~ 

かつ応のであら：。

痘床の存在。 陪文冥の独自性等、＂新し く見ら訊

る。築造時期は、 7世紀中頃と推定できるが'10号墳より後出すると思われる。最後の埋葬が

行われたのは、 7世紀後半と考えておく。

619は、弥生土器甕の口緑部である。石室床面を除いたときに出土した。 10、11号墳と同じ

く持ち込まれたのであろう。文様がないことから、やや後出するものと思われる。

620~633は、石室の北で出土した中世の土器である。 11号墳石室内出土と比べ、土師器小皿

の器高が著しく小さくなることである。特に、 620~624は、退化ともいえるほどで、もはや皿

の役目は果していない。こうした事例は、 9号墳にもみられる。
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南山浦古墳群で調査された古墳は全て、桐穴式石室之主体部に採用した古墳である。いずれ

も、古墳時代後期後半に属し、各地にみられる同時期の群集墳と何等変わりがない。

ただし、今回調査の 5基のうち、調査前に墳丘が確認されたのは、 11号墳1基に過ぎない。

特に 9、13号墳では、石材のごく一部が当初の観察で確認されたのみで、土地所有者の証言が

なければ古墳とは考えられなかったほどである。現に、昭和45、46年度にわたって高松市教育

委員会が実施した石清尾山塊の古墳分布調査では、 7号墳から13号墳までが記録されていない。

斜面に構築されたため、流出など自然作用によって墳丘が失なわれたと考えられるが、何より

も、開墾によるためであろう。

先述したように南山浦古墳群は、横穴式石室墳で構成された一般的な群集墳である。そうし

たなかで、特に注目されるのが、土師器暗文杯の出土である。県内では、坂出市の鶴ケ峰西南

尾根古墳で二個体、高松市久本古墳で一個体知られるに過ぎない。稀ともいえる遺物が、調査

した古墳のうち、 12号墳を除く 4 基から出土している。 (105 、 210 、 211 、 332 、 6ll~613) そ

れらは、 611を除くと全て羨道・玄門からの出土である。 11号墳では、一個体分の破片が散乱

し、 10、13号墳では、袖石の脇一玄門部分に二個体の暗文杯が裏返えしにして置かれていた。

出士状況からして、玄室内に持ち込んだ形跡が認められないことや、 11号墳では、破砕されて

いることを考え合せれば、各古墳で埋葬後の祭祀が行なわれ、暗文杯が利用された可能性が高

い。最後には、玄門部分で埋葬後の祭祀が執り行われるようにな•り、使用した土器を破砕する
ことも無くなったのであろう。さらに、 13号墳で埋葬前に供献されていた小型暗文高杯の存在

を考ぇ合せれば11、10、13号墳各々で暗文杯を用いた祭礼が進化、もしくは変化したと考えら

れる。

いずれにしても、南山浦古墳群では埋葬後の葬送儀礼が、執り行われ、その際、暗文杯は非

常に重要な位置を占めていたらしい。県内で発掘された数多くの横穴式石室墳と比べ、特異な

存在といえる。しかも、群全体の性格として把えられることは、南山浦古墳群を形成した集団

がもつ個性的な葬送儀礼と言える。

土器—主に土師器を用いた祭祀は他にも確認できる。埋葬後の祭礼には11号墳にみられた

破砕された土師器甕二個体もあげられる。しかし、最も、目立つのが、埋葬前の祭礼で、 9、11、13

号墳にみられる。 9号墳では、士師器杯が、玄室左隅に一個体置かれていた。このような出土

状況を示す土師器は、器種が異なるものの高松市鬼無古墳群（南山浦古墳群西方3.7km)中の、

古宮権現古墳や平木1号墳に確認できる。先行する前者では、三個の士器が積み重ねられ、丁
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寧な扱いがなされている。平木1号墳では壺1点が置かれていたのみである。 9号墳の場合、

土器が重ねられていた可能性はあるが、平木1号墳例に近いか、より簡素化された事例として

おきたい。 3基の土器出土状況は床面敷石より低レベルで床面形成前に玄室左奥隅に置かれて

いる。埋葬前の祭祀の一例で、鬼無古墳群にみられるように範囲を越えて他の古墳群と共通し

た祭礼の存在がうかがえる。

11号墳では玄室床面を除いた後、多くの土師器破片が、中央付近一面に薄く敷きつめられた

状況で検出できた。時間的制約のため、復元では完形にならなかったが、杯あるいは椀6点

394......,339壺2点340・341甑1点342・343の計9個体の存在が確認できた。甑を除き胎土、焼成

が同一か、類似する。玄室床面の水ハケ用とも考えられるが、排水溝にはほとんど土器片が混

入していなかったこと、玄室床面全体に及ばず、羨道にはみられないこと、胎土、焼成の一致

などから、同時に製作し床面設置前の祭祠に使用した土器を、故意に砕いたのであろう。埋葬

前祭祀の一形態といえる。管見による限りは、県内の横穴式石室墳にその様な事例はない。

13号墳でも、床面形成前の祭祀に伴う土器が確認されている。左側壁基底石のすき間に検出

された土師器の小型暗文高杯と、その上の須恵器杯蓋と杯身である。須恵器は身と蓋が逆にな

っている。葬送のため、逆に使用されたのであろう。三点の土器は床石で隠されている。

9、11、13号墳には床面形成前の祭祀が、各々違いはあるものの存在していた。横穴式石室

構築にあたって、床面形成が重要な節目の一つと考えられていたのであろう。

須恵器についても、問題点が多い。例えば、 11号墳における須恵器は、焼成、胎土等で二群

以上に分割できる。窯記号等で共通性の見出せた、平瓶321、直口壺319、提瓶326ほかの一群

と、提瓶327、無蓋高杯315、杯身301.302、、杯蓋308.306の一群である。後者は製作を急い

だためか、焼成が甘い。これらは、一回の埋葬にあたって至急に製作されたものと解される。

従ってこれらから、主たる埋葬は二度以上行われたと推定される。これは馬具が二組副葬され

ていたことを考え合せれば、さらに確度が高くなる。副葬された須恵器は儀器なのである。そ

のためか、本来なら棄却すべき、不良品一窯壁付着の杯蓋305まで納められている。

石室について考察してみる。完存例はなく全て基底石しか遺存していない。なかには10、12

号墳のように、東側壁が除かれていた古墳もあった。これらは早い時期の再利用、徹底した開

墾などによるものと思われる。

横穴式石室の規模は、全体的に余り大きくなく、 9、11号墳が4m級の玄室を持つに過ぎな

ぃ。石清尾山古墳群では摺鉢谷に所在する石清尾山4号墳の、 5m足らずの玄室が最大とされ

るが、 9、11号墳はひとまわり小さいだけで遜色もない。石清尾山4号墳等の遺物は失なわれ

ているため比べるよしもないが、 11号墳の遺物の質と量は、石清尾山塊で調査された横穴式石

室墳のなかでは群を抜く。
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石室主軸は'5基のうちただ一基9号墳のみが冷斜面に平行に構築されている。しかも'9

見和乞

い国せる。

（、

、今.'-・- . し 1~d-. -1 yこ＋占て区口
ノ ' ~ ―薗nげ斎 し できる。とこ

ろで他の四基のうち、且号填は、袖石の縦の喰違いを無視すれば、石室が胴張りを有する点袖

石が羨道壁面に対して突出しない等に、石清尾山 2~4 号墳に共通性を見い出せる。しかも裾

石がなく床敷石が羨道中程にまでのびる形式は、石清尾山2号墳にのみ認められる。羨道途中

まで敷石を施こす形式は 9号墳にもみられるが、この場合桓石は礫敷下に設けられている。

従って11号墳は、石清尾山2号墳との強い関係を確認できる。これを汎石清尾的石室の一様

式とすれば、 9号墳は汎石清尾的性格を一部に有しながらも、他の影響をうけている部分も多

いと考えられる。鬼無古墳群をはじめ西方の影響下に成立したのが、 9号墳であろう。ただし、

床石の状況、暗文杯の出土、何よりも南山浦古墳群に属するなど、古墳群を形成した集団から

は、完全に脱却していないともいえる。

ところで、 11号墳の羨道西壁は、玄室主軸に対して僅かではあるが、山側に曲がるように観

察できる。長い羨道のため、先端が極端に下ることを避け床レベルを保つ意味があると考えた。

このように、羨道がやや開き気味の事例は、 10。13号墳の小型横穴式石室にも認められる。し

かも、両者では羨逍壁を袖石のように、大型石材を立てて使用している。暗文杯を裏返えしに

二個用いた儀礼も10、13号墳の共通項として抽出できる。従って、 10、13号墳を 1グループと

してとらえられるであろう。さらに開き気味の羨追から、 11号墳の影響下に出現したといえる。

10号墳と11号墳が近接し、 13号墳も極端に離れてないことを考慮すれば、仮説として 3基を 1

グループと提案する。さらに12号墳も位置関係から同グループの可能性大と思われる。多少の

危険性はあるが、 9号墳を別グループと考えておく。さらに前者は、時間的に直列に並ぶので

なく、傍系も含まれていると考えられよう。さらに、仮説に沿ってすすめれば、石室の大型化

から小型化を考えて、 11号墳と10号墳、 12号墳と13号墳の結びつきが想定される。もちろん、 11

号墳の系譜がやや先行するといえる。

なお、 13号墳の棺床は、県内で余り例をみないもので、他地域からの導入が考えられよう。

以上から南山浦古墳群形成の動向を推定すると、 6世紀末から 7世紀初頭にかけて、 11号墳

が出現する。これは汎石清尾的性格を有すると考えられる。石清尾山の他地域にも、同じよう

に先駆をなす横穴式石室墳が前後して築かれていたらしい。 11号墳は、ニセット以上の馬具、

特異な銀環、金銅製の飾り金具等の副葬品、特異な埋葬前後の祭礼等から有力な家族の墓とい

える。その後、 12号墳が出現する。おそらく 11号墳の傍系であろう。続いて、 10号墳が11号墳

の直系として出現するが、前後して 9号墳も構築されたようである。石室規模からいえば、 11

号墳に匹敵するこの古墳は、 10号墳と影響しあいながらも、他地域の勢力と結びつくことで、
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突然に有力となった家族の墳墓と考えられる。この時点で'11号墳の系列を凌駕していること

叉ら訊'""0 

翠 なく S 己し きる。

-1,-~J 〔ツs である。茫だし~到

ら、

"・2-ふT- •. 仁.;u （ 

の勢力が独目 を示した結果であろうか。 8、7号墳も直系と考えることもできる。な

お、 10、11、13号墳には高台付杯の存在等から 7世紀後半にまで降る時期の追葬が想定できる。

高台付杯のように後出する須恵器の湖葬は、前山1号墳、勝負谷古墳（長尾町、三木町）と、

東方に類列が多い。

弥生土器が墳丘盛土より出士しているが、これらは先述したように、盛土に混入されていた

ものである。近くに弥生時代の集落が存在していることは疑いない。県教育委員会の調査でも、

弥生土器の出土が伝えられている。近傍に大規模な遺跡が未発見のまま眠っているのであろう。

なお、 10、11号墳で出土した弥生土器は、中期後半に属すると考えられる。しかも、地点を同

じくして集中的に出土しているところから、二次的な資料とはいえ、一括資料として取り扱う

ことも可能である。

再利用の士器も多く出土している。特に11号墳が圧倒的で9号墳がこれに次ぐ。 13号墳脇の

包含層からの出土もある。特に、石室からの検出は、大型古墳に限られている。 10世紀に始ま

った再利用は、 12世紀に終焉をむかえる。この間、両古墳は2度ないし 3度、住居あるいはそ

れに類似した施設として利用されたらしい。出士士器については、さらに詳細に考察を加える

べきであるが、時間的制約のため、今後の機会に譲りたい。
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出土池

； I I I 1 0 l 玄呈中央 良 I青灰色床面
普通 二J｀ 

l O 2 玄 室
グラス Al2.lcm 砂粒を多

明青色
i口縁端部は丸くおさまる。

状 B(3.9)cm く含む 普通 1青賃蘭下部にl条の凹線。
回転ナプ o

1 0 3 玄室中央
脚部径11.0 大粒の砂 上部に 1条の凹線。内外面

床面
脚部 cm 粒を多く 明青灰色 普通

B(2.8)cm 含む
に回転ナデ。

玄隅室左奥
内外面赤部

体部よ部り外反気味に立ち上

1 0 4 土師器 All. 7cm 砂粒を多 がり端 は尖りぎみにな

杯 B4.lcm く含む。
色十一 不良 る。底部は丸みをもつ平底
黒色 である。明磨。耗しており、細部

調整不

1 0 5 羨 道 暗文杯 B残(4. 4) 極めて良 赤橙色 良
内面体部に右まわりの放射

cm 存長 状暗文。やや磨耗。

101~103 須恵器、 104~105 土師器

10号墳 須恵器•土師器観察表

罰
法 皿皐

出土地 器種 A 口径 胎土 色調 焼成 形態及び手法の特徴 備考
B 高さ

立ち上がりは、短、よやくりや底内上領部向すにる。受部基端受は

羨道脇表 A13. 0cm 
1~2rnrn 

内外面青 きになる。 部
2 0 1 

採
杯 B3. 6cm の砂粒密を 灰色

良好 かけて丸み後があ整り、底部は
含む ヘラ削り の調が雑であ

る。
内外面 回転ナデ調整

ロ緑は、外上に直線的にの

1~2mm 脚び端部部は丸くおさめる。

2 0 2 羨 道 誓蓋）
A9. 6cm 

の砂粒密を
内外面灰 良好 部は、ラッパ状に凹な線りを、 自然釉型あ

BS. 6cm 
含む 色 中間に 2条のヘラ 施 り小品

印卜面 ヨコナデ調整

器壁。る日口の然。緑内厚釉端外み付祁面灼着は回。丸転でナくや、デやお。油203 玄 室 靡誓゚
A 11. 7cm 

良 灰 色 普通
い さ 2 0 4と

B(3.2)cm ま内 セット？
面

高杯・
脚部径9.2

良 脚線自部然。内釉中外央付面上着回方転にナ2デ条。外の面凹 2 0 3と
2 0 4 ” 脚部 胃(4.7)cm 

黄灰色 普通 セット？

1~2mm ロ縁は、外上に直線的にの

2 0 5 誓蓋）
AlO. 3cm 

の砂粒密を
内外面灰

良好 脚び部端部は、丸内くおさめる。 小型品
” B(4.0)crn 色 は欠失。外面 ヨコ

含む
ナデ調整

体丸部よりび口緑、直部線に上向にか立っちて
l-2rnrn みをお

2 0 6 玄 門
グラス AlO. 2cm 

の砂粒密を
内外面灰 良好 上戸が。体り部端麟中部央施はに丸す、くおさめ

207脚が
状 B (8. 5)cm 

含む 色 る 細。内い2本の つく
ヘ 外面回
転

脚部径(39.2 外青灰色 脚部中央上方に凹線。内外
2 0 6と

2 0 7 玄 室 高杯脚 良 普通 セ？ットcmB)cm 内灰白色 面回転ナデ か
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竺匹竺• 恒‘乞全 んこ筐 加ゴ↓' 工• 
色高［＇ 焼成 形態及び手法の特徴 術考

丘高さ
・-・ ●'-・・・・--・. " 

明青灰色！i普通
肩部に稜線をめ央くらす接。頸

2 0 8 玄 室 平瓶
大粒の砂 部下部と肩部中に合 I ． 
粒を合む 痕。胴部ヘラケズリ。内外面

回転ナデ。

頸部は、口緑に向かって外
反し、端部は丸くなる。体部 自然釉が

台付長 A6. 5cm 密1-2 内外面灰 の肩が張り気味で、ヘラ凹 ある。脚2 0 9 ” 頸壺 Bl8cm mmの砂粒 色
良好 線を施す。脚部は、ラッパ状 部に歪み

を含む 贔五窯ぶ囚フ—―'， 讐ヽ胃喜甕k: あり
ョコナ調整

器壁の厚さ均ー。口緑部や

Al7.4cm 大粒の砂 や外傾射。内面体部右まわり
2 1 0 玄 門 暗文杯

B3. 7cm 粒を少し 赤橙色 良 に放状の暗文。底部2重
含む の螺旋状暗文。内外面回転

ナデ。

底部外よ り垂印低的にぎちみす放あ螺射にがる旋状直。り状内線のU面賠状緑陪
に反して立

2 l l II 暗文杯
Al9. 3cm 

極めて良 淡橙色 良 体端部右暑はやま>や内B4.7cm 部 わり

文文は。内。 部面回2p仄ナナ o

201~209 須恵器 2 1 0、2l 1土師器

11号墳 須恵器•土師器観察表

闘
法 皐日

出土地 器種 A 口篠 胎土 色調 焼成 形態及び手法の特徴 備考
B 高さ

1~2mm 内面白灰 天井部は、丸みをもち、ヘ 左回転

3 0 1 左袖部 杯蓋
Al3. 2cm 

の砂粒を 色外面 普通 ラ緑削部り調整、中央は不調整
3 0 2と

B3. 8cm 
含む 灰白色

口 は内傾し、端部は丸 重なって
くおさめる。 いた

天井部は調部、や整とや、口丸中縁み央部はをの不も境調ち界、
左回転

1~2mm 内外面灰 ヘ整ラ削天井り 3 0 6と

3 0 2 左袖部 坑蓋
A14.2cm 

の砂粒を 白色 ― 普通 セット 3
B4. 4cm 

含む
部外面暗 は鋭い稜をなす。口縁丸部は、 0 1と重
白色 やさやめ内る傾。し、端部は くお たなってい

天井部は、丸みをもち、ヘラ

玄び室羨道およ Al3. 8cm 
1~2mm 内面暗灰 削り調整、中央は不調整

3 0 3 杯蓋
B4. 0cm の砂粒を 色外面 良好 全体的に丸みをもち、ロ 左回転

含む 青灰色 縁部はやさや外反し、端部は
丸くおめる。

1~2mm 天井部は、やや丸はロみ丸縁をく部おもはちさや、 左回転
3 0 4 鱈讐 杯蓋 Al3. 0cm の砂粒を 内外面暗 良好 ヘラ削り調整 3 0 9とB4. 0cm 

含む 灰色 や外反し、端部 セット？
める。

1~2mm 天井部は、丸みをもち、ヘラ
左回転胃3 0 5 左袖部 杯蓋

Al3. 1cm 
の砂粒を

内外面暗
良好
削り調整、中央部は不調整 天井窯B4. 4cm 

含む 灰色 ロ縁部は内傾し、端部は
壁付丸くおさめる。
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i し山 _Lーしt'>[Ch 琴令仁' 企'浬 已.6.. 高い贋さ 胎ェ 両 焼成 i 形態及び予法の特徴 ！ 廂考 ! 
; -— 
i 

-- iI i立ち上がりは短く、内煩し ' I I 
1 --~? m頂内外 てのびる。受部は湾曲し、先 1右回転

3 0 6 左袖部芥身 ム紅訟 2⑳ の砂粒を 面灰 普通端が外上方にのび丸くおさ 3 0 2と1
B4. 0cm 含む 白色 める。体部より底部は丸みセット

をもち底部はヘラ切り調整

立ち上が。り受は部短はく湾、内傾し
1~2rnrn てのびる 曲し、

3 0 7 左袖部 杯身
All. 8cm 

の砂粒を 内外
面青 良好 先端が外上方にのびて丸く 左回転B4. 0cm 

含む 灰色 おさめる。ち体底部部よはりヘ底ラ部切はり
譴をも I 

立ち上外ぴ4ち木上氏がる部部。)りJ受よはには部りヘ短の底はびラく薔部、丸切内曲はくり傾丸し調おみ、し酪先さAl2.4Clll 
1~2mm 

内外面灰
ての

3 0 8 左袖部 杯身 の砂粒を 普通 端が 左回転B3. 9cm 
含む 白色

める
をも

1~2mm 立ち上がりは短く、内傾味し 左回転
3 0 9 玄室左側 杯身

All. 4cm 
の砂粒を 内外

面青 良好 てのび、先端は尖り気 に 3 0 4と
壁中程 B 3. 1cm 

含む 灰色 なる。底部は、ほぼ平らであ セット？
る。

立ち上がりは短く、内忠又 傾し 左回転釉
玄室左側 Al2. 2cm 

1~2mm 内面淡灰 てのび先端は尖る。 部は 自然が
3 1 0 壁中程 杯身 B 3. 2cm の

砂粒を 色外面淡 良好 湾曲し、先端が外上方にの みられ少
羨道 含む 灰色 び丸くなる。り底調部整は、平ら気 し歪みあ

味でヘラ切 り。

立ら外び。ち1体底がるl部部方。り受よはには部り知ヘのは底びラく誇部切丸、内曲は（りは、し調お丸、し先み整さAll.4cm 
l-2mm 内面外淡灰 ての

3 1 1 玄室左奥 杯身 B3. 4cm の砂粒を 色面青 良好 端が 左回転
含む 灰色 める

をも

立ち上が方。り受はに部短のはびく湾丸、内曲く傾しお、し先さ
玄室奥中 A 11. 8cm 

1~2mm 
内外面青

てのびる
3 1 2 杯身 の砂粒を 良好 端が外上 左回転
程 B3. 3cm 

含む 灰色
める。ち体底部音よまりヘ底ラ部切はり、丸み整
をも隕 調

ロ縁部は垂直でありて、口丸縁み

3 1 3 玄 室 蓋
Al6. 0cm 砂粒を含 内外面白 不良 部から天

井部にかけ 3 1 4と
B2. 8cm む 灰色 をもち段がある有。最す上る部。に、 セット

平らなつまみを

3 1 4 玄室床面 杯身
Al5. 0cm 砂粒を含 内外面白 不良 休丸は部み部は、内平丸外よを底面もりくでお口ら高縁、さヨ外台部めコ反をにナる有しか。デて底す調け、蔀る端¢ て 3 1 3と

玄門近く B 4. 9cm む 灰色 セット

Al2. 7cmB l-2mm ロ緑部は、外反気味に端部

3 1 5 玄室床面 高杯 (4.2)cm残 の砂粒を 内外面灰 霜 にいたり丸くおさめる。ロ （蓋？）
存 含む 白色 縁下方に強い稜を施す明。

脚部欠損のため不
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i I 戸 宝三

出ニ・地 弊口古 差I竺全 ロ f釜 胎土 色調 焼成 形態及び手法の特徴 虎考
E 室9仁UーキCこ

" I I ！ 

杯や受く部部内なI>立先る端ち。し賃体、は1端部が、に部やよりやは譴りは）底外し短部反く闊なにくし）か、る箭やL c 

Al3.6cm 1~2mm 内面青灰暗
玄室左袖 色外面 丁け寧て丸な3 1 6 高（有杯蓋 B 16. 9cm の砂粒を 灰色及び良好部 ） 脚高12.6cm 含む

茶色ぎみ

はな船央をぐ1らり2こ1こ裾、カしい2、祁Iデ口た条は1こ下のっ丸早てヘにすくララ2な。佃段ッる線透バ。状脚かを

脚幅13.8cm
灰色 に

中
め
し

関み畠下のの透貫1"J方部枷線孔池中及央文はびし協脚、なよクそサい部り誌のや表。ビ上佃象や状面線の摺にはF長文横に切方嘉卜方2り形）込条J 向
' 

高杯脚 残在高9cm 砂粒を含3 1 7 羨 道
部 頸部最少径

む
淡黄灰色 普通

2.8cm 

のナデ

A8. 0cm以 密 1~2 内外面紫 ロ頸よ部り口縁に向かって外味
下B22.0cm 反し端欠損。体部は、丸3 1 8 玄 室 瓶 以上体部径

mmの砂粒 をおびた 良好 をおびた下方にのびる丁寧
16.0cm を含む 灰色 なヨコナデ調整。

A5. 2cm ロ頸部に

玄室左袖 B 10. 8cm 
密 1~2 3 2 1と

3 1 9 直口壺 mmの砂粒 内外灰色 良好 同じ窯印部 体部径13.4
を含む 「がある。cm n」

A7. 8cm 
密 1~2 すび月nョ頸中が翡コ部央ナ張閉はにデっヘ曲て、？外整ヘ晃ラ反門林ラ覧し線門部な加線ががはを謬一、ら人や甑のや。,1 B 17. 7cm 暗内灰色外3 2 0 羨道床面 長頸壺

体部径13.5
mmの砂粒

灰色
良好

cm を含む

ぎみである。

るロ頸。体部部はは短やくや直扁線平的ににまのるび
ロ頸部に

A4. 2cm 
密 1~2 3 1 9と

玄室左袖 B9. 9cm 同じ窯印3 2 1 
部
平瓶

体部径11.6 mmの砂粒 内外灰色 良好 みをもち底部。底にfいたる。回 がある。を含む 転ナデ調整。 部はヘラ切cm 
り後ナデ調整。 「品n。」小型

ロ頸び部、端は部短でく内、ほぼ直線的に
の 傾ぎみになり 日頸部に窯

羨（破道砕床）面
A3. 8cmB 密1-2 丸くなち届る庇。体l'部部!に'rはい~全たt体:る的。まに又み丸体 印と思われ3 2 2 平瓶 11. 2cm体部 mmの砂粒 内外灰色 良好 みをも るヘラ状の
径11.3cm を含む

部が上あ面る きざみがあ
る小型品。

ロ縁部は短く、外反し端部

A5. 6cm は厚扁く丸くなる。体部上面

羨道床ゃ）面 B 11. 4cm 
密 1~2

内外淡灰
は 平になり、二個の貼付

3 2 3 
（破砕
平瓶

体部径13.7 mmの砂粒 色
良好 つまみがつく。胴部にはカ

cm を含む 立且胃靡鸞:之摯易り胃ヽ[
デ調整。
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I 

， 
ロ頸部は細く絞り長く口緑

に闘至一ラu。ち休条1.,肩っ凹、部ヘて線のにooラよヘかラを岬削り擁9ッラ底りす凹パて部"後状巾線"ヨナは緑にをコ部丸デ広旅ナよみ調同がデしり館にを調、り、】

Al 1. 8 密1-2

i もち 打り 酪

認 cm B 1 内灰色外 自然釉
3 2 4 玄室床面 3. 2cm体

mmの砂粒
淡灰色

良好 左回転？

部径9.0cm
を含む

A4. 8cm ロ緑部は外反し、端部は尖
窯着自壁然。小釉の型付、B 14. 7cm 密 1~2

3 2 5 壁玄室左側 提瓶 体部径体11. 0 mmの砂粒
内外暗灰 良好

りぎみに丸くおさめてい

色 る。体部前面は丸フ一く―ゞふくらcm 部厚 を含む みをもつ。回転ナ 調整。 ロロロo
さ8.2cm 

A4. 5cm 内灰色外 ロ緑部は外反し、端部は丸

壁玄室左側
B 15. 3cm 密 1~2 青灰色及

くなる。体部背は少しふ削くら
ロ頸部に

3 2 6 提瓶 体部径11.3 mmの砂粒
?（び)自白然灰釉色

良好 窯印0「あ
cm 体部厚 を含む

みをもつ。面はヘラ り り V」
さ6.9cm

仕上げ。

A6. lcm ロ緑部は外反し、端部丸：れはく中ふ丸央
B 18. 6cm 密 1~2

くなる。体部前面は

玄室奥左 霜 くれ背面は少し
ふく

3 2 7 
隅
提瓶 体部径14.9 mmの砂粒 内外灰色 で平らになっている。体部
cm 体部厚 を含む

畠襲臼誓厚閏整↑9. 7cm 

丸底最反状醐左胴帽大上に毛し閉部得端まか扉比中部肉口とら央外恩緑はめ右壁よ怜下は平るはり皐へまた。や胴内忍っのくや部面す晶斜、下のコI り屈ぐIi 
方で

A25. 6cm 信i毛
羨（破道砕床）面 甕

胴部最大径 砂粒含を多 浅黄橙色 普通3 2 8 25.4cm くむ 出
B約35cm 半は

毛同中央部でタテ刷毛同下

へ移毛る移につ行れす上部と逆の斜
刷へ る。

A25cm胴部
砂粒を多

丸径翫にい底まn端緑祖、と胴部昂はめ部は雙まる平ほ闘っ。たぼ口す贋緑中＜長ぐ央部コ野にでの内外最字面和反大状に

3 2 9 羨道床面 甕 最大径24cm 浅黄橙色 普通
B30cm 

く含む

半は、タテ横等の不規則な
ハケ調整。

ロ緑部は、ほぼ外上に直線

A17. 2cm 的にのびる。端部は丸みを

3 3 0 左袖部 高芽
B 11. 5cm 砂粒を含 内外面淡 普通

もつ状開デ。口調にき緑気櫨下味外らに面にく稜直ナ。内を下デ面も調しつ丁整、寧。ラす脚高6.6cm む 褐色 こし
脚径12.5cm なッパナ

ロ緑部霜の。しn開はぴ緑謡、るきほ卜気。端ぼに味船音稜外Iに記ii上を文百炉に丸も卜贔匝みつし線。1 を、Al 7. 4cm 的に

3 3 1 部玄室左袖 高杯
B9. 9cm 砂粒を含 内外面赤 普通

もっ
脚高5.2cm む 褐色 すこ
脚径10.5cm 寧ラなツ 調に椅外ら面くナ。内デ面調丁整
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,--i' - -----:'.  --I----出-土-~地----器-------樋---,--生Aー一て二丁各三I胎----土---
I' 文~ -「~‘ 

砕 杯 B5.9cm 

状のミガキ

底部周辺から壁面下半にか

3 3 3 羨 道 杯 Al2cm 
砂粒を多

浅黄橙色 良
けて肉厚。内避面に横ナデ、

B3. 5cm く含む その他は磨耗のため不明
瞭。

内面赤面赤褐
休部あし部はる端少。よ部内しりは外丸n面丸縁み粗くにを雑お,も,な,さつつナめて乎デる内底謁ぶ滴で3 3 4 玄室床面 杯口縁 Al2. 0cm 砂粒を含 色外 良下 B(3.0)cm む 褐色＋黒

色
整。

3 3 5 玄室床面 杯 A 13. 8cm 砂粒を含 内外面赤
良 休祁あし部、はる端少。よ部内りしは外丸口丸面緑み粗くにを雑お向もなさつっナめて平デる杓底調。汚底で下 B4. 5cm む 褐色

整。

体部よ り聾口り縁臼、端笠に部外。失は反丸内気外く味面おに3 3 6 苧室床面 杯口縁
Al4.0cm 砂粒を含 内外面赤

良 立ち上がB (3. 4)cm む 褐色 さめる底
粗雑なナプ調整。

ロ縁は外反気味に立ち上が

3 3 7 予室床面 杯口緑
A 14. 0cm 砂粒を含 内外面赤

良 り端部は丸部くおさめる。体B(3.2)cm む 褐色 部下より底 は欠失。内外
面粗雑なナデ調整。

3 3 8 栢匡床面 杯口縁
Al2. 0cm 砂粒を含 内外面赤

良 体部し_,,部、は端欠よ部損りは。口丸内緑外くにお面向粗さっ雑めてなる内ナ。湾底B(3.9)cm む 褐色
ナ調整。

ロ緑は外反気味に立ち上が

3 3 9 予室床面 杯口緑
Al3.0cm 砂粒を含 内外面赤

良 り端下部は丸くおさめる。体外B(5.2)crn む 褐色 部 より底部デは欠失。内
面粗雑なナ調整。

色内面外赤面褐暗
体部外上部は丸みをもち口縁

3 4 0 玄室床面 ロ緑
All. 0cm 砂粒を含

普通 は 反気味に知さヨ立めコちるナ上。体デが部調り整に端。下 B (5. O)crn む 部は丸くお褐色
刷毛目、口縁

体部外上部は丸みをもち口緑
3 (4 1) 1 玄室床面 壺口縁

All. 0cm 砂粒を含 内外面赤
普通 は 反気味に立ち上がり端B (5. 5)cm む 褐色 部は丸くおさめる。体部に
刷毛目、口縁ヨコナデ調整。

色内面外赤面褐暗
休部のみで、丸みを内もって

3 (4 2) 1 玄室床面 壺体部 砂粒を含
普通
上方に立ち上がる。 面粗

下 む
褐色 雑なナデ調整外面刷毛目あ

り
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出土地 器糧 焼成
形態及び手法の-特徴-----―ーロI―-—卿•一考—:i 

I 

臣部玉万より口縁部に向か

玄室床面 A24. 0cm 
砂粒を含 内外面赤

Iってほぼ直上に立ち上が

3 4 2 甑口緑 む 褐色 不良 り、ョ端コ部ナはデ丸外く面お細さvまる。内
下 面 刷ヽ毛目

の調整。

断面5X 2 

玄室床面
のいびつな

砂粒含を多
指による整形が施され体部

3 4 3 甑把手 楕舌円長7cm 明赤褐色 普通 に貼付けたものと思われ
下 の状を呈

くむ る。

す

301-327須恵器328-343土師器

13号墳 須恵器•土師器観察表

鱈
法 旦里

出土地 器種 A 口径 胎土 色調 焼成 形態及び手法の特徴 備考
B 高さ

全体的に丸みがかってお

玄壁室基左底側石 AlO. 7cm 
1~2mm 

内外面灰
り、天井部はヘラ削りが直う 右回転

6 0 1 蓋 B4. 2cm 
の砂粒を

色
良好
すく残びデ調、る丸整。端く。部はほぼ垂

602と

間 含む にの おさめる。内外 セット
面ナ

たしち、る口あ。縁受が部先り先はは丸端短i＜ かく内傾

壁玄室左側 AlO.Ocm 
l-2mm 

内外面白 い 祁 端部は濯よくおやり料や区さ上部め閉て,に,, 
左回転

6 0 2 基底石 身 の砂粒を 良好 きにな点り、体 601と

間
B3. 5cm 含む

灰色
ヘかけラ削面て みによを整もり

セット

内外ナデ調。

1~zmm 体で部外は丸み、端を部もはち丸、口緑部

6 0 3 羨 道 杯 AB ll.4crn の砂粒を 内外面 良好
反し みを有も

3.2cm つ。底部は平底で高台を
含む する。

ロ蘇部は垂井。1内直部部外でににjiiJあか凹-t-けなりデつ、て濁口丸ま緑整みみ， 
6 0 4 麟閉塞 蓋

Al 7. 0cm は2砂粒 内外面灰 良好
部から天 605と

B3. 4cm を含む 青色 を有もち最 セット

をする

体部よ直。り底上口部縁いは部端平は部底やはでや丸貼外み付反
羨道閉塞 Al5. 0cm 砂粒を含 内外面灰

ぎみに 604と
6 0 5 杯 良好 をもつ
石内 B7. 2cm む 青色

高デ台を有する。内外ヨコナ
セット

調整。

内外面昌白
ロ縁部はほぼ外上に直線的

6 0 6 羨 道 高杯
Al2. 8cm 砂粒を含 灰色 不良 にのびる。端部は丸み。を脚も部
B5. 0cm む つ。口縁内下に稜デ調を整もっ灰黒 欠損。 外ナ 。

u 緑は。ちをよ口外施、り緑底す反低祁下部。しにIiョ、に端コヘ1か部条ナラけ削はのデて丸ヘ調り丸幣{ラくみI一。1~2mm なる

6 0 7 玄室付右袖 平瓶
A6. 2cm 

の砂粒密を
内外面灰 良好 謬 体欠部損半分

部近 B 12. 0cm 含む
色

上をけ立。

A5. 6cm l-2mm 
内び灰外色暗灰及 な佃て部u平緑線にはる、ヘは。なほをラ口外施ぼり緑吸反す開―F。しよら休に後、でり端部ナ1底あ部上条元部るはの血輝に。丸ヘはか底ラ、く扁け6 0 8 部玄門右袖 平瓶

B 10. 7cm 
の砂粒密を 良好

体部径12.4 含む 色
cm 
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雷貫
法 -皐

出土地 器種 A 口窒 胎土 色調 焼成 形態及び手法の特徴 備考
B 高さ

A9.8cmB 先はロ頸端丸部みはは外反しながらのび
1 7 . 9 cm 体cm部脚

丸く おさ施聟め、肩する部配。。休脚は撃部部一←台ロ壺付広 径貴1 8 . 5 
がみられ 自然釉あ6 0 9 右袖部

4.0cm 密 内外灰色 良好 条のヘラ蟄凹線を り
部部径13.3 悶孤i訴cm 

調整。

AS. 9cm 
底す部闊耗る部は。。。胴器やは~部壁ffiiややJ!"の中や上,央厚安向sでみ"'定.f.い強は性た均iく「に張ー出く欠。りけの口出應子6 1 0 周 溝 短頸壺 B 17. 7cm 大粒の砂 淡黄色 不良胴部最大径 粒を含む

21. 2cm 

全ロ緑体端に賢部丸.ッりQパはいの籠丸状惑暗聞内文にくじ面屈お開。。脚杯に息さく部部右塩め。成外はまる農貼形わ面。
玄壁室左側 付で寧ラ

6 1 1 基底石 暗文高小 AS. lcm やをや含砂む粒 赤橙色 良 は丁 601、602
間 型杯 B5. 0cm 

伍t をのせる

まわ
ヘラ磨き。

曲線ロ状緑に射璧外むじ反状かる陪。しう内てに文面閥つ立。に内れち左面抒やあ底まやが厚り に
暗文杯 A12. 7cm 極めて良 良 みを減I 6 1 2 右玄門
B4. 0cm 赤橙色 わりの

鰐眉
後ヘラき。

6 1 3 右玄門 暗文杯 A13. 0cm 極めて良 赤橙色 良 釈；文るり菜。。口紐内内店縁面面胄端讃ナに部；左鼠デ各はま・翌丸闊外わ店面くり紐翌ヘおにぢさラや請よ磨めや塵B4. 0cm 

き。

6 1 4 玄 室 土師甕 A24. 4cm 砂粒含を多 浅黄橙色 普通 横丸最眉ぎ底大み雑方幅に。向胴立の~を祁計刷iiち中毛毛ある央。が且いよ口、る縁外下り。や端内面半部横や面嗣下部は方日垂上方縁l加直都半での
B23. 7cm くむ

601-610須恵器611-614土師器

10号墳 弥生土器観察表

翻
法 旱~ 

出土地 器種 A 口怨 胎土 色調 焼成 形態及び手法の特徴 備考B 高さ

2 1 8 墳 丘 弥生鉢
AlS. 0cm 

良 外内赤黄橙色 普通 面ロ縦縁端方部向断の面刷逆毛三目角。形。内B (3. 9)cm 橙色

2 1 9 墳 丘 弥生壺
A12.1Clll 

普通 赤橙色 普通 頸端類る部部部。端外はは部曲断面外線面回面状三転に角ナに2形外デ条反。を磨の呈し耗凹す口線。緑。B (3. 6)cm 
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雷貫
法 = 皿

出土地 器種 A 口怪 胎士 色調 焼成 形態及び手法の特徴 備考
B 高さ

2 2 0 墳 丘 弥生壺
A21. 2cm 砂粒含を少 明褐色 普通

端凹應ロ1部縁組線り部外？度、雑の懇は面円な水占は形櫛平開ほ浮が品ぎぼ文きみ垂忍波と匝凰に状2開⑫で状文淑く2の。個。内の
B (3. 3)cm しむ

文。

胴部上悔縁部半部外はは面垂すに直る3にど条立くの外ち凹反あ線すが。2 2 1 墳 丘 弥生甕 残B存(8.長3)cm 
砂粒を含

明褐色 普通
りロ

む 糾［

11号墳弥生土器観察表

闘
法 -"'-旱

出土地 器種 A 口窪 胎土 色調 焼成 形態及び手法の特徴 備考
B 高さ

弥生壺 A20. 4cm 砂粒含を多3 4 4 墳 丘 ロ縁及 B (8. 4)cm くむ 明赤褐色 普通
頸部

頚端部部部外は曲線二,.ギの況状状111条凹閏線にの.を呈外凹が闊反す線ヘ、ラしる界頸押、。緑端部圧
はカ

弥生壺部 A12. 6cm 砂粒含を多
面に

3 4 5 墳 丘
ロ縁 B(4.5)cm くむ 明褐色 普通

靡に文はを二は雰条さ

頸頸存すり部外部部頸部は反外でほぼ垂直縁に立ち上が
頸弥部生壺
頸部径10.8 粗い砂粒 して口 に至る。残

3 4 6 墳 丘 cm を多く含 赤褐色 良 は肩部が最讀も厚い。
B (10. 5)cm む 面内に 6本指の を施

面に頭 。

砂雲く粒母含むを多金 垂横プロロ縁縁ナ直を部部描にデ外壁に4条の。を内凹も外線っ面文て3 4 7 墳 丘 杯弥生口高縁 A20. 4cm 明褐色 普通
立はやちや上丸がみる

部
B(3)cm を含

。底部はゆる＜カーむ
描く。

3 4 8 墳 丘 高杯脚 脚部(4径9cm 砂く粒含むを多金 明赤褐色 普通 方文祓内めラ面描向、、そ二ヘ五沈蒻条の条線ラ下の削の文紺に凹ヘ端り翡線ク表部ラテ文面描農に方を上近き向施部沈づ跨のす線にくヘ。横にぼB .5)cm 
雲母含む
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13号墳 弥生土器観察表

物
号
遺
番

法享

出土地 I器種 IA口径 I胎士
B 高さ

色調 I焼成 形態及び手法の特徴 備考

6 1 9 I 皐室床面 l 弥生甕 l 合打：ぢ~I 信粒を含 i 明褐色普通貫胃塁讐：片冒鼠こ合。とく

9号墳 古墳時代以降土器観察表

翻
法 皐」ユ

出土地 器種 A 口径 胎士 色調 焼成 形態及び手法の特徴 備考
B 高さ

AS. 7cm 
1-zmm 内外白黄 霜

ロ縁は外反し、端部は丸。内く外
1 3 5 玄室中程 小皿 Bl.Ocm 含の砂む粒を 色

おさめる。底部は平底
面ナデ調整。

AS. 7cm 
l-2mm 

内外面赤 雑なるロ緑が。な底はナら部外端デは部調反平整はし底丸、。丸内くみお外を面さもはめち粗1 3 6 玄室中程 小皿 の砂粒を 良B 1. 4cm 
含む 褐色

A9. lcm 
l-2mm 

褐内色外面赤
直線的に外反し、端面部は丸

1 3 7 玄室中程 小皿 含の砂む粒を 良 くおさめる整。内。外 、丁寧なB 1. 5cm ョコナデ調

1-2mm 体部、はよ端平り部底口は縁。丸内部外くに面おかけて外
1 3 8 玄室中程 杯

Al4. 8cm の砂粒を 内外
面 普通

反し さまる。
B3. 6cm 淡褐色 底デ部調 ヨコナ含む 整。

体部より口縁部にかけて丸

1-2mm みをもちながら外反し、端

1 3 9 玄室中程 婉
Al6. 2cm 

の砂粒を
内外面灰 不良 部（のか厚ひ高はみ尖台と）る。全体的にうす一い85.4cm 白色 。底部は平整底で＝耗角含む

がくつ不 H〗。。調 は磨

l-2mm 外内面面黒淡色褐
体部より丸みを底もち外反

1 4 0 玄室中程 椀 B (4. O)cm 賃り立を
不良 し、立ち

上がる。 部は平底
で三角の高台がつく。調整

色 不明。

体部よ り、のる口外緑。高反底部台部しにがは、端つか平部けく底ては。調で丸丸A14. 8cm 
1-2mm 

外内面面黒白黄色
みをもち

1 4 1 玄室中程 婉 B5. 5cm の砂粒を
不良 くおさめ

含む 色 ハの字形
整不明。

色内淡外黒褐淡白
断面方形の貼付け高台。ロ

Al6. lcm 霜
縁は底部よりがゆるや端かに外

1 4 2 玄室中程 婉 B5.4cm 良 色一部灰 反して立ちあ さり 部は肥

黒褐色 耗厚。ぎみに丸くお まる。磨

体部より口縁ナミ部にかけて丸

Al5. 2cm 
l-2mm 内面黒色

霜
みを丸もちな力ら外反し、端

1 4 3 玄室中程 婉 B5. 8cm の砂粒を 外面黄灰 部は 高くおさめる。底内デ部調面は
含む 色＋黒色 平調底で 台がつく。 整、細。

部整不明、外面ナ

小底形鉢丸 Al8. 2cm 
普通砂粒含

褐内外色面暗 体丸儡にし部切み外贔反っよをすてもり背ちある口緑、。るi端口部。ふ縁部底に部部は月向儒ほはよか麟欠ぼりっ少角失て。。1 4 4 玄室中程 B (10. 5)cm を多く
普通

む
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雷貫
法 軍= 

出土地 器種 A 口各 胎土 色調 焼成 形態及び手法の特徴 備考
B 高さ

体部欠損口縁部は内彎。幅し約端

部2は。cm内や面のや鍔は角がヨに斜コち下方か方向い1 4 5 玄 室 羽釜片
A19. 0cm 砂粒を多 内外面淡

良 2. 向に付
B (5. O)cm く含む 褐色 く内 方外 に刷毛

鰭贔。られる。 面ヨコナ

1 4 6 玄門付近 鍋
A31. 5cm 良砂粒を 内外面褐 良好

体丸刷「は雑<,/部み毛の側舟よを目咋調にりも野斜整ち口緑下に。、体靖口部へ外部縁反角に部雑上向にし方よ切か、端棗はりっっ部指炉てて
B14cm 多く含む 色

圧痕。

135-146土師器

11号墳 古墳時代以降土器観察表

罰 器種
法量

焼成 形態及び手法の特徴 備考出土地 A 口径 胎土 色調
B 高さ

AB3 l2. 5cm 
l-2mm 

内外面灰
体線な部的るに。よでヨ外ヘりコ反ラ口ナ切縁しデ部、り端調に後部整かナ底はけデ丸部て調はく直整、

ひだすき
3 5 1 羨 道 杯 . lcm の砂粒を 色 普通 がみられ

含む
平底 る。

平底で体部は上方瓢へ向けて
3 5 2 玄 室 杯

A14cm 砂粒散在 白灰色 普通 ほぼまっすデ底ぐに 。外壁
B 3 cm は回転面ナ 部 止ヘラ

切内ナデ。

体部より口縁部。らヨ外にコか反ナけしデて、端調丸、A12. 7cm 1~2mm 
内外面灰 み喜部を丸もちなが ひだすき

3 5 3 羨 道 杯 の砂粒を 普通 はくなる がみられB3. 6cm 
含む 色

底部は、平底でヘラ切り る。
ナデ調整

A17. 0cm l-2mm 

菜貪 体線なは部的、る高によ。台ヨ外り状コ反口ナに縁し削デ部、端調りに部整平か底は、底け丸でて部あく直3 5 4 玄室西側 婉 B6. 3cm の砂粒を 明灰色
含む

る。

底部ゃ観きあ。よや下ながりや紺ゆがある磨鉗。たるら休耗ややり部。閉やかか中外なら央覧曲反直よ線線曲し状てを

えが
Al5. 5cm 立ち

模須恵倣杯か？の3 5 5 玄 室 杯 B4. 8cm 良 浅黄色 普通

ナ籠デ

底部きあ。よ内ながり面ゆがり細端るらかやや部なかやは刷外丸な毛曲反（目線おし。を
えが て

3 5 6 玄 室 杯
Al5.0cm 

良 浅黄色 普通
• 立ち さ

” B4. 8cm める 外

酔彎駈翡計だこよる回

3 5 7 玄 室 小皿
A6.0cm 

良 淡橙色 良 極めて小型。成形雑。底部へBO. 8cm ラ切り。磨耗

3 5 8 玄 室 小皿
AlO. 2cm 砂粒を含 内外面赤 良 体寧外る部反。な底よしヨ部端コりは部ナ口平緑はデ虹部丸調整に内く外お向面かさ丁っめてB 1. 6cm む 褐色
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----- ---ヽ---- 泣ミ 丘晏：
記土地 器信 ""~ に径 加月合，~ コニ ュラ ニ謁‘、T 焼成 形態及び手法の特徴 備考

已賽さ
'・- ..  , ● ー

AlO. 3cm ロ緑端部丸くおさまる。内
3 5 9 玄 ,-"--土云 小 皿 B20 3cm 良 浅黄橙色 良 t夕]面。回転ナデ。底部大半欠

内外面白 Ii 良

体部よ部り外反気味に立ち上

I All.Dem 砂粒を含 がり端 は丸くおさまる。
3 6 0 玄 室 小皿 B2. 2cm む 黄色 底部は平底でヘラ切り後ナ

デ調整、内外面ヨコナデ調
整。

体部よ部平、り内外底は外反丸で面気ヘくヨ味おラコ切にさナめ立りデち後る渇上ナ。AlO.Ocm 砂粒を含 内外面赤 がり端
3 6 1 玄 室 小皿 B2. 5cm む 褐色

良 底部は
デ調整
整。

AlO. 5cm 大粒の砂 成形雑。口緑端部は丸フ-く―ゞお
3 6 2 玄 室 小皿 B2. 4cm 粒を含む 灰白色 不良 耗さ。まる。内外面回転ナ 磨

平底よ り、がる直。り線成口状形緑やに端や外部雑反は。し丸内
3 6 3 玄 室 小皿 AB lO. 7cm 砂粒含を少 淡橙色 普通

て立ちあ
2.6cm しむ くおさま

外面ナデ。

底部に。~口く縁c『ら端'べ部-—て書は9 体丸、部一くのヽお器~さ壁~" 
3 6 4 玄 去二 小皿 AB lO. 6cm 良 淡橙色 普通

厚い
2.2cm まる。内外面回転ナナ。底部

ヘラ切り。

3 6 5 玄 室 小皿
AlO. 8cm 

良 灰白色 普通 成形雑ナ。o底口ナ緑部。端部―は丸。く内お外B2. 7cm 面さ回ま転る ヘややフ切磨贔。

安定した底部。口緑端部は

3 6 6 玄 室 小皿 AB3 lO. 5cm . 0cm 良 灰白色 良 やや。内肥外厚面し回てl丸くおさま
る 転ナデ。底部へ
ラ切り。

3 6 7 玄 室 小皿
All. 0cm 

良 淡橙色 普通 ；ロ縁戸底端胄部裏ぎはgや闊や臀肥四厚回し転てナ丸B2. 6cm 

体部底、よ端でり部調口は縁整丸部はく； にかけて外
3 6 8 玄 室 小皿 AB3 lO.Ocm 

砂粒を含 内外面淡 霜 反し なる。底部
. 0cm む 褐色 は平 は―̀雑である。

内外面ヨコナナ o

3 6 9 玄 室 小皿
Allcm 砂鱈粒鱈を多 浅黄橙色 良 内外面磨耗により表面調整
B 1. 9cm 不明。

体部よ胃り、口緑部にかけて

3 7 0 玄 室 小皿 A B1l 1. 6cm 
砂粒を含 褐内外色面暗 良 外反し 部。内はタ丸くなる。底. 9cm む 部デは平 外面粗雑なナ

調整。

3 7 1 玄 室 小皿 B(l.7)cm 
砂粒を含 内外面赤

良 体部底より口縁欠失後。底むな部調は整
む 褐色 平でヘラ切り雑 。

体線部的よ外り口緑部にかは底け丸内て外く直
3 7 2 玄 室 小皿 AB l2. 4cm 

砂粒を含 内外面赤 良
に反し、端部

2.8cm む 褐色 おさめる。底部は平底内
面丁寧な回転ナデ調整。

3 7 3 玄 室 小皿
Al2. 7cm 砂粒を含

橙 色 良
体部器壁薄い。口縁端部磨肥

B3. 5cm む 厚して丸くおさまる。 耗。
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誓貫
法 皿戸

出土地 器種 A 口怪 胎土 色調 焼成 形態及び手法の特徴 備考
B 高さ

体部は直線。ロく内状緑お外端にさ面部外ま回反はる転や。し底ナやて阿プ肥立o 

須恵器に

3 7 4 玄 室 小皿 A3
 13.0cm 良 灰白色 良 ちあが丸り

近い焼成
B .4cm 厚して ・胎土を

ヘラ切り 示す。

内面赤褐
体部が。な底ナより部端デりは部調外平反整は底丸。し。ながら立ち

3 7 5 玄 室 小皿
A13. 7cm 砂粒を含 色外面＋赤黒色褐 良 上 内くおさめ
B3. 9cm む る 外面は丁

色 寧

内面淡褐
体反部気味、ナよくヘおにデりラ立調口さ切緑整ちめり部上外る後面にが。底末指かり部調圧け、端整は痕て部平。外内

3 7 6 玄 室 小皿
A11.0cm 砂粒を含

色外面＋黒淡色褐 普通
は丸

B3. 9cm む

麟あり。色

休底悶部で口縁部字形欠失高。底台部をはも平つ
Allcm以上 密1-2 外内面面赤黒色褐

八の の
3 7 7 玄 室 婉 B 3cm以上 mmの砂粒 良 一部ヘラ状工。外具面にヨよコる

を含む 色 ナ文デ調がみ整。られる

A(台3.4)cm 砂粒を含 褐内色外面赤 良 るロ縁。台底部。部内欠外は失平面。体底部で調は、貼整外り不反付す明け。3 7 8 羨 道 婉 高径8.2
cm む 高 細部

体部気より口縁部にが。底かり部け、端はて部平外

一色褐内部面外色赤黒面褐赤色

反味に立ち上

A15. 2cm 密1-2 は丸くおさめる
3 7 9 玄 室 婉 B6. 2cm mmの砂粒

良

底闘なでヨ貼嘉コナり付謡デ調け釈整高台。尻背をも牙つ貨。を含む

断面方形貼り付け高台。休

3 8 0 玄 室 婉
A13. lcm 

良 内黒白色外 良 部曲器線壁を均えーができ，りや、な口やゆ縁が磨る端らや耗部外か。反はな丸しB5. 5cm 灰色 て立ちあが
くおさまる

断面高5角。なゆ形がる状らや外のか雑反ななし曲貼て線立りを付ちけ台

A13. 5cm 内黒色外 えがきな ち
3 8 1 玄 室 婉 B5. 9cm 良 部淡橙黒色色一 良

あし笞面が回り口緑さ端デ麿部危。やは°ょや喝や磨闊や耗閉肥。厚~ 
外の ぉにヘ
転ナ

内外面面黒白色黄 休部をよ高葦つりくおて台口緑立さをにちまょもg上つ向るふかが。、底っり部面て、が端はに丸み
3 8 2 玄 室 婉

A15. 0cm 砂粒を含 良
部みは丸も

B5. lcm む 平底で
色

註麿

3 8 3 玄 室 婉
A15. 8cm 砂粒を含 外内面面赤黒色褐 良 体上いるっ部たが。る底。よとり部内端思り外は部外わ平面反れは底ナ丸るしでデながく高調磨がお台整耗さらが。立めしあてち
B4. 8cm む

色

Al5.0cm 
砂粒を含 内外面黒 体丸端は紅部み部、平はよbを底胃丸もりでっ乳口（貼縁おて駁り部立さ付にちめ硲け上向る高粉かが。底台っ：り蔀具をて

3 8 4 玄 室 婉 B5. 8cm高 良
台径6.4cm む 色

-71-



遺伶 法 = 早
出土地 器種 A 口径 胎士 色調 焼成 形態及び手法の特徴 備考番万 B 高さ

体丸気凹部味線くより口縁上に贔か。。り内底け、端jJij部巳て部には外平はは悶反に立ちが
A17. 0cm おさめられ

3 8 5 玄 室 椀 B6. 6cm高 砂粒を含 内外面黒 良 凹底 がみ酋かられる
台径7.7cm む 色

で虞甕 爵籠暗
工具による 文がみられ
る。

3 8 6 玄 室 土師甕
A18. 7cm 砂粒含を多 明赤褐色 普通

丸部下,よしi底外半謡、り端やにで面部左競やは口は縁上上肉丸部認厚半かくはにらとお右外耀なタさ側テ下っめ9へにて沿るヽ屈ケのい国斜曲が
B約15cm くむ

る。

3 8 7 玄 室 不明
A29cm 砂く粒含むを多金

明赤褐色 普通 鍔面があ“ら器上はるり祝上壁幅半。外端に1.に塵烈5横ほよ皿鍔ナぼり蘭高垂約のデさ伍怜直表痕約の面かに函2部立.は。5口横腐分ち上かでB4. 9cm 
雲母含む

砂く粒含むを金多 上部より約匝幅iに％に,指鍔~は圧近が外痕伸壁から器壁3 8 8 玄 室 不明
A27cm 

明赤褐色 普通
にほぼ垂 びる。

B 6cm 
鍔厚プ―̀ 1 cm 横方向雲母散在
ナ 、下端

体脚部内彎最大cm。脚径ロ最部縁大端直径部下約はよ4平りがの約びる
cm脚長 14 

A21. 6cm胴 眉た旦＜且コ胃の唇字状贔贔にま危翌と1:め~る益。) 
室 師鼎

部胴最大部径27 砂粒含を多

0閉痕接るよ.着5i。がる、タ蓄押高あのガ圧た店さりの0贋器がめ直.6見壁孟の-下指み翌内09と之側頭.ら7ヘ畑圧れに多ラ痕霜ではる先脚があ。~胴に部見~ 
3 8 9 玄 cm B約 浅黄橙色 普通

14cm脚（推込）B 
くむ

21. 5 

られる。

3 9 0 玄 室 鼎脚
鼠脚最界大農径贔約 砂粒を多

明赤褐色 普通 部表面分ヘあラ見削貼り付タのテ痕ハ跡ケ残残る存。く含む
面径約2cm

351-354須恵器355-390土師器

12号墳 古墳時代以降土器観察表

喜貫 出土地 器種 法A 口 重径

B 高さ
胎土 色調 焼成 形態及び手法の特徴 備考

5 0 1 羨 道 須恵皿 A14. 7cm 砂粒含を多 内外面青 不良 器み閉部耗をり壁せ内、。。も縁口屑面はっ緑端偏て捻は付は平凰ナ外近丸屑デな向でく底；；；痕にやお部立全iやさ体か層ち外めあ度的ら反る角各にが底ぎ憤磨度！ Bl.5cm くむ 白灰色
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口―r ＋咆 1 恙 緬 1 A：町討注こj，―憚竺追q―I_改良"._'LI 淡淡―色株紐楼嘉色色 ’ Iii 焼悶i¼汎通」I、底日部,;器:,壁恥り原ーい丸ふ（やお-やびさ的濯ま耗こ。 1I 希芳 I I 
I ' ; ' 62 0 iトレンチ内 I小 1!11 

6 1 2 トレンチ内 小皿 B 1. 3cm ' I 

6 2 2 トレンチ内 小皿
AS. 7cni 砂粒を含

淡橙色 普通
底部器壁厚い。底部ヘラ切

B 1. 1cm む り。磨耗。

5-2 3 トレンチ内 小皿
A9. 0cm 

良 淡黄橙色 普通 器高低い。口縁端磨部は丸くBl.Ocm おさまる。やや耗。

6 2 4 トレンチ内 小皿
AS. 8cm 

普通 淡橙色 普通 成耗形。雑。底部ヘラ切り。磨B 1. 0cm 

6 2 5 トレンチ内 小皿
A8. 3cm 砂粒を含

淡橙色 普通 成形。磨雑耗。器高低。内外面ナBl.3cm む プ一ゞ o 

AS. 8cm 砂粒含を多 内外面白 体部、,よ~-り部底口は緑。丸部くにかけて外6 2 6 トレンチ内 小皿 B 1. 5cm くむ 黄色
不良 底反部し おさめる。

底部中心より口縁端部に向

6 2 7 トレンチ内 小皿 AB 9. 0cm 良 明黄橙色 普通
かうにつれ器壁の厚み減。

1. 6cm ロ緑端部は丸くおさまる。
やや磨耗。

6 2 8 トレンチ内 小皿
A9. 0cm 

良 淡黄橙色 普通 成形雑。Bl. 5cm 

6 2 9 トレンチ内 小皿
A9. 1cm 

良 淡黄橙色 闘 成形やや雑。磨耗。B 1. 8cm 

6 3 0 トレンチ内 小皿
Al2. 1cm 

良 明黄橙色 普通 成形雑。外面体部回転ナデ。B 2. 4cm 

A 15. 1cm 
淡内黄黒橙色色外

ロ縁端面部は丸デくおさめる。
6 3 1 トレンチ内 婉 B(3.3)cm 良 良 韓。ョコナ 。体部下反

6 3 2 トレンチ内 婉 高台径6cm 良 淡黄橙色 普通 や付やきゃしゃな惑じの貼りけ高台。やや磨耗。

6 3 3 トレンチ内 婉 色B(3.2)cm 良 内黄黒色外
淡橙色

良 貼耗。り付け高台。外面やや磨

10号墳鉄器観察表

遺物番号 出土地 器 種 法 量 形態及び手法の特徴 備考

2 1 4 玄 室 金釘片 断面方存0.6cm
正方

形現長3.8cm 鍛造か

21 5 玄 室 釘 か
断面一辺0.6cm方
形か現存長4.9cm

2 1 6 玄 室 釘
断鱈面一戯辺聾0.6c）m 屹先は角錐状を呈する鍛造

2 1 7 玄 室 釘
全長11.1cm断面方
形0.8X 1.1cm 
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11号墳鉄器観察表

遺物番号 出土地 器 種 法 量 形態及び手法の特徴 備考

3 9 4 玄 室 鎌 長幅さ21cm以上最大
3.0cm 

鍛け造ら。先端と中央部欠損。茎部先端曲
れている。

贋現贋存長4.5cm9.4cID 頭部がやや扁平先端は少しねじれ3 9 5 玄 室 鏃 鑓厚0.2cm
0.3cm る。

3 9 6 玄 室 鏃 魔身幅部査0.9現贋cmt存柑長こ2覆.3cm嬰 身面部方形下半。欠損。茎部上半欠損。茎部断

3 9 7 玄 室 鏃
現翡存長4.3cm最月大

3, 嘉嘉旦
先長端いや。や尖る。茎部断面方形で茎部

3 9 8 玄 室 鏃 現幅3存.6長cm6.9cm最大 茎部に錆付着。鉄片2片付着。

3 9 9 玄 室 鏃 片 頭埠0. 部5の蒻長長6.方議7~形同.¥が最 基部に鉄が付着

400 玄 室 鏃 現幅存長4.8cm最大
3.4cm 

二上等半辺部三角形状の鏃と考えられる。
と茎部より下部を欠損。

4 0 1 玄 室 鏃頭部
現幅存2.8長cm5.7cm最約0大. 
厚さ 2 楕円形板状鍛造か。

cm 

刃部長6.3cm

4 0 2 玄 室 刀 子 峰断刃部部面厚現方0形存.5長cm2. 3cm 鍛造か。

0.5X0.8cm 

騎現存尉長6.7cm 先端欠損。柄の先端錆により詳細不4 0 3 玄 室 刀 子 .3cm 
. 3cm 明。

4 0 4 玄 室 不 明 径現1.lXl.4楕円 に厚さ0.2弱の鉄板を筒状に丸め
存長3.6cm る。

4 0 5 玄 室 釘 ？ 0現断.存3面X長方04形. 9. 7cm cm 鍛造

4 0 6 玄 室 釘 頭 0現断.存5面X長方0形2. 7. 7cm cm 頭部を折り曲げる。

4 0 7 玄 室 釘 頭 0現断.5存面X長方0形3. 7. 6cm cm 頭部屈曲丹付着か？

4 0 8 玄 室 釘 現存長4.6のcm長断方面形
0. 6XO. 9 先端屈曲

4 0 9 玄 室 釘 現存長5.3cmcmの断方面形 頭部がほぼ直角に屈曲下端の断面は
0. 6XO. 7 円形。

4 1 0 玄 室 釘 方現形存長6cm断面正
一辺0.6cm 頭部屈曲丹付着か。

贋籠5XO.8cm 長方る形。先断端面はで角先錐端状をに折とりが曲るげ。丹て頭と4 1 1 玄 室 クサビ頭 3. 7cm すが
付着か。
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遺物番号 出土地 器 種 法 量 形態及び手法の特徴 備考

4 1 2 玄 室 不 明
全長1.4cm 

頭部偏平 飾棺り全具？
断面円形径0.2cm 金具？

4 1 3 玄 室 不 明
全長1.7cm茎部断

頭部円柱状金箔付着。 飾棺金り金具具？？ 面円形径0.4cm

4 1 4 玄 室 不 明 座径金0径.2.5cm 
茎 5cm 座金と頭部に金箔付着。 飾棺金り金具？具？

4 1 5 玄 室 馬 具 断現面存径長0.65cm.3のcm円上形端 丹が付着？

4 1 6 玄 室 馬 具 現存長10.長7cm方形断面0.5X0.7 416-423轡一括出土

4 1 7 玄 室 馬 具 現存長8.2cm

4 1 8 玄 室 引手金具頭郁 径2.8cm

4 1 9 玄 室 引手金具 頭現部存径長103cm. 5cm 頭部は屈曲

4 2 0 玄 室 部引手金具頭 頭部径2.5cm

4 2 1 玄 室 引手金具 頭現部存径長31.4cm 1. 2cm 頭部は屈曲棒状部分屈曲

4 2 2 玄 室 鏡 板

4 2 3 玄 室 鏡 板
長さ 8cm 環存部良断好面三角形連結部厚さ0.2cm保
最大幅7.1cm

馬具環状絞 最贔大幅4cm4 2 4 玄 室
具 5円.4形cm径0.6cm

4 2 5 玄 室 絞 具
全盃長8
督曰 胃倍醤l.Scm

4 2 6 玄 室 絞 具 全大長7幅.6cm 最 4.2cm

4 2 7 玄 室 馬 具
断面方形長径 カタカナの「コ」の字状に折り曲が
0.9CDI る。

4 2 8 玄 室 馬 具 現断存長方4形. 7cm 
面径0.4cm 先端を馬蹄形に曲がる。

4 2 9 玄室右隅 轡 連好結。引部手分金錆具にのよ長りさ不が明ち瞭が保う存。状態良

4 3 0 側玄壁室中程右 鐙 長幅5さ.21cm以上
5cm 三連の兵庫鎖

4 3 1 玄 室 鐙 幅長4さ.22cm以上
3cm 三連の兵庫鎖。先端欠損。三連目欠損。
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12号墳鉄器観察表

遺物番号 出土地 器 種 法 量 形態及び手法の特徴 備考

5 0 2 羨 道 不 明
現存裔瓢長5.lCIII 
督戸 蟹l.8cm 

5 0 3 羨 道 不 明 現峠存闘長約員6罰cm. 6cm 馬具？

13号墳鉄器観察表

遺物番号 出土地 器 種 法 量 形態及び手法の特徴 備考

6 1 5 羨 道 不 明 現一辺存0長.44cm.4cmの断菱形面 内部中空

6 1 6 羨 道 釘 現存辺長5.5cm断方形面
- 0.4cmの

先端角錐状

6 1 7 羨 道 釘 現円形存長4.1cm断面
径0.5cm

頭部偏平

6 1 8 羨 道 鉄鏃？ 現恨存祖長憬6.5喜cm最方大形 鍛造

金、銀環観察表

褪t物番号 出土場所 外形(mm) 断(m面m形) 外装 備 考

1 3 1 羨9道号墳部 26.1X24. 7 8. 6X6.4 金
腐喰ほとんどなく、金張りがほぼ完存。環は扁
平金箔は、切れ目端面で閉じている。

1 3 2 玄室中央部 26. OX24. 7 8. 6X6. 2 金
腐端喰ほとんどなく、金張りが完存。金箔は、切れ
目 面で閉じている。

1 3 3 ” 27. OX25. 2 7. 2X 7
 金

腐喰はかが媒な錆ぺりを進備恥行かめ。外面金ほとんどに緑錆。欠が損生部じ
分ていではる にる。 張りを認める

1 3 4 ” 27.1X25.5 7. OX6.
 7 金

腐喰恥は臼かな讀り進篇行麿。外面に緑張錆が浮観察きだしてい
欠る 認々にめ金る。 りを できる。

2 1 2 玄10号室墳中央部 24. 0 X 21. 0 6. 2X 5. 0 金 腐錆喰錢、
金察張でりきが少し型残っている。欠損部分で、緑
を る。小品。

2 1 3 ” 24. OX22. 0 6. 5X5.
 0 金 腐を認喰はしているが、保存状態

は良い方。金張り
める。小型品。

3 9 1 11号墳 10. sx 19. 5 2. 3X2. 5 銀 銀線製を品曲。げ現輪在とはし酸た化もののた。め、黒色を呈する 番
” 

3 9 2 ” 29. OX26.
 8 5 X5. 2 ？ 腐喰顕晶著藍。欠謀損部省で象は娑緑畏錆輩によ濯り嘉相渭当劣贔化目し部て買

3 9 3 ” 300X400
 5.5X9.5 銀 銀平は製、で図のあ上厚が復さ酸尤0.3mm余り劣の化空著心し環い。。環

半自欠体。図は面扁
化゚のため
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ガラス玉観察表

番 万に 径(mm) 高さ(mm) 孔径(mm) 備 考

1 0 6 10. 0 9.2 2.5(max) 一部味緑色が認められる。風化し、光沢は、失なわれている。
丸 を帯びた玉。最も保存状態の良好な玉の一つ。

1 0 7 10. 0 7.2 2.0(min) 風化し、光沢丸、色味はを失帯なびわるれ。ている。孔の一部も含め、剥離
がみられる。

1 0 8 8,5 8.5 3.0 半欠、風化のため光沢、色は失なわれている。風化は内部
まで及び白色を呈する。

1 0 9 10. 5 8.8 2.5-2.0 一断部面緑が色が認められる。風化し、光沢は失なわれている。
顕著、よく残る玉の一つ。

1 1 0 9.0 7.8 2. 5(min) 風化し、光沢多、色く調みはら失れなるわ。れている。剣離も著しい。表面
iこは、小孔が

1 1 1 7.8 7.5 2. 2(min) 風面化にし、ガ光ラ沢ス、色質調は失なわれが多、剥く離みもら表れ面る全。体に及ぶ。表
は 特有の小孔

1 1 2 10. 1 7.5 4. O(min) 
半欠わ。特れ、風にる化孔。部顕著分、で光は沢著、色調は失なわれ、剥離も全体に及
思ぶ しく、孔は現状よりかなり小さいと

1 1 3 9.6 8.2 2. 5(min) 一部。保緑存色度をは認良め好るな。半方欠、風化のため面、光を沢観を察失でなきっるて。い
る 。ふるとり戟断

1 1 4 9.5余 7.2 2.3(min) 半欠穿、風た化れのてたVめ、光沢、色を失なっている。孔が、やや斜
めに るヽ。

1 1 5 9.5 6.8 2. 8(min) 風化のため、部光沢分、色が失なわれている。全面に剥離が及
んでいる。― 欠損がある。

1 1 6 8.5 4.6 3.5-3.0 緑色。の両一を載観つ断察。面でがきノる。風化のため、光沢、色がも失遺な存わ度れがてよい玉る りッキリと認められる。最 い

1 1 7 7.8 4.5 2. B(min) 著風化にし、光沢、色を失なっている。全面及び孔に剥離が顕
みられる。一部分欠損する。

1 1 8 ゾ 10. 0 5.2 4.5 半欠、風化し、光沢、色を失質な遺う。全面に剥離がみられる
が、緑色を呈するガラス の 存もみられる。

1 1 9 8.0 5.6 2. 5(min) 
風墨化俎し、光沢、色を失なう。艇j離も全体に及んでいる。他の
した色が白を呈するのに対し、本例は、緑がかった色
る。

1 2 0 9.0 5.5 3.9 風良化いし、光沢、色を失なう。赦断面が銀察できる。遺存度の
方。

1 2 1 8.2 4.9 3.0 風化し、t光し沢て、色を失なう。ス三を片芯に部割分れをて観お察りで、暗緑色を呈する風イ いないガラ きる。

1 2 2 7.8 5.1 2.8 
半緑る欠、を風呈化し、光風化沢、色を失なう。剥離も芯顕著部分。断を面潅には、暗
色゚ 呈する していないガラスの 観察でき

1 2 3 10. 0余 6. 1 
％を欠損。風化し、本来の光沢、色を失なうものの、緑色を
呈する地肌がみられる。

1 2 4 8.1 5.9 2. 5(min) 風化し、光沢呈、色すをる失風な化うし。剣離も顕著。戟断面も銭察でき
る。暗緑色を ていないガラスを一部欠損

1 2 5 ・1. 0 5.8 1. 5(min) 風化し、光沢、色を失観なう能。剥。離も顕著。暗緑色を呈するガ
ラスをごく一部で察可

1 2 6 8.5 6.6 1. S(min) 風化し、光沢、色を失なう。剣離も顕著。地肌は、やや緑が
かる。

1 2 7 7.2 4.0 2. l(min) 風化のため、光外沢、色を失内なう刻。表離面がの進一む部。に緑色がみら
れる。それ以と、孔の側に
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・---・---
ヂ' や江 9 号 径（だJこT,) 高さ(E1m) 孔径(mrn) 備 多7← 

1 2 8 0C , q ふ 4,0 3。2(min) 風化のため、光沢、色定失なう。三つに割汎ているため内
部が暗緑色を呈し風化していないガラスとわかる。

1 2 9 6.5以上 4.5 2 風化のため、光沢、色を失なう。欠損著しい。

1 3 0 8余 3.6 
½のみ遺存。風化のため、光沢、色を失なう。内部は、風化
していないガラスで暗緑色を呈する。

（出土ガラス玉は全て、玄室中央左よりで出土）
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図 版



図版 1

(1) 調査地域全景/(2) 発掘作業風景 (11号墳）
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図版 2

(1) 9号墳石室全景/(2) 9号墳床石取払後
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図版 3

(1) 11号墳石室全景（発掘中） / (2) 10号墳石室床石取払後
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図限 4

(1) 10号墳土器出土状況/(2) 10号墳側壁一部
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図版 5

(1) 11号墳石室（調査中） / (2) 11号墳石室土層
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図版 6

(1) 11号衡物出土状況①……羨道部/(2) 11号墳遺物出土状況②……羨道部
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図版 7

(1) 11号墳遺物出土状況③……左袖部/(2) 11号墳遺物出土状況④……玄室左側壁
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図版 8

(1) 11号墳遺物出土状況⑤……玄室左奥隅/(2) 11 号墳遺物出土状況⑧•…••玄室中央近く
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図版 9

(1) 11号墳遺物出土状況⑦……玄室右側壁/(2) 11号墳遣物出土状況R……床石下
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図版10

(1) 12号墳石室全景/(2) 13号墳調査前状況
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(1) 13号墳遣物出土状況①……閉塞石内/(2) 13号墳遣物出土状況②……右袖部

-91-



図版12

(1) 13号墳遺物出土状況③……玄室基底石間/(2) 13号墳検出周溝及墳丘上の配石
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図版13

(1) 13号墳石室全景/(2) 13号墳石室全景（閉塞石除去後）
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図版14

(1) 13号墳石室全景（棺床除去後） / (2) 13号墳石室全景（床石除去後）
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図版15

こ
1 !!6 

t ク ~130

132 , 133 134 

104 

南山浦 9 号墳出土遣物 (101~146)
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図版16

206 

207 

202 

203 

204 

209 

南山浦10号墳出土遣物 (201~209)
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図版17

212 

213 214 215 216 217 

219 

218 

221 

南山浦10号墳出土遣物 (210~221)
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8
 

301 

302 

303 

304 

309 

310 

311 

312 

305 

306 
313 

307 

308 

314 

南山浦11 号墳出土遺物 (301~314)
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図販19

320 

南山浦11 号墳出土遺物 (315~320 、 317 は除く）
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321 

325 

322 

323 

324 

南山浦11号墳出土遺物 (321~327)
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図版21

南山浦11 号墳出土遺物 (328~333 、 332は除く）
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図版22

317 

南山浦11号墳出土遣物 (317·332·334~343)
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図版23

357 358 

351 

352 

353 

367 368 

355 

375 

356 

376 

南山浦11 号墳出土遺物 (351~376)

-103-



図版24

379 

380 

南山浦11号墳出土遺物 (377~385)
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図版25

389 

南山浦11号墳出土遺物 (386~390)
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図版26

611 

南山浦13号墳出土遣物 (601~613, 609,610は除〈）
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図版27

南山浦12, 13号墳出土遣物 (501 、 609 、 610 、 614~633)
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391 

392 

395 394 

396 

397 
398 

405~411 

615 616 617 618 

399 

401 

1402 

502 

図版28

403 

404 

412 
~414 

503 

348 619 

南山浦11~13号墳出土遺物 (344~348, 391~416, 502・503, 615~619) 
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417 

423 

419 
421 

427 

425 

428 

南山浦11号墳出土遺物 (415, 417~431) 
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